
不退寺の紅葉

蜷11月3日「文化の日」に奈良市表彰式

奈良市のシンボル

ナラヤエザクラ
ウグイス

イチイガシ

市民のうごき（10月1日現在）

男１７４,９９２人 女１９２,１８８人

世帯数１４１,４６４

人口３６７,１８０人
（前月比２８２人減）
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●ふれあいのまち奈良
毎週木曜日　午後 9：50～ 9：55
(再) 土曜日 午後 8：55～ 9：00
●いきいきタウン
毎週土曜日　午後10：00～10：15
(再) 日曜日 午前11：45～正午

奈良テレビ放送ＵＨＦ烱

市政広報番組

●フロムなら
毎日 午前 8：35～ 8：45

午前 11：35～ 11：45
午後 6：35～ 6：45

ならどっとＦＭ78.4ＭＨｚ

平
成
14
年
奈
良
市
表
彰
式

11
月
3
日
「
文
化
の
日
」
に
186
人
を
表
彰

有
功
者
特
別
表
彰
（
６
人
）

●
20
年
以
上
市
議
会
議
員
の
職
に
あ

る
人

岡
本
志
郎

60

鳥
見
町
四
丁
目

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

中
村
重
信

61

法
華
寺
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

山
本
　
清

64

須
川
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

吉
田
文
彦

73

秋
篠
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

米
澤
　
保

74

川
之
上
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

和
田
晴
夫

65

押
熊
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
５
期
20
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

有
功
者
表
彰
（39

人
）

●
８
年
以
上
市
議
会
議
員
の
職
に
あ
る
人

池
田
慎
久

34

宝
来
三
丁
目

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

金
野
秀
一

54

法
華
寺
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

榧
木
義
秀

63

古
市
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

蔵
之
上
政
春

71

忍
辱
山
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

松
村
和
夫

55

山
陵
町

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

森
田
一
成

44

四
条
大
路
三
丁
目

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

有
功
者
表
彰
（
39
人
）

有
功
者
特
別
表
彰
（
６
人
）



●市の表彰に輝く人々

奈良市長

大川靖則

菊花かおる「文化の日」、奈良市表彰式を午前9時半から史跡文化センターで

行います。市政の発展に尽くされた186人の人々に表彰状を贈り、その功績や

善行を広く顕彰します。表彰を受ける人々とその主な事績は次のとおりです。

くわしくは、市役所広報課へ。

山
口
裕
司

37

朱
雀
六
丁
目

奈
良
市
議
会
議
員

と
し
て
２
期
８
年
の

長
き
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

●
12
年
以
上
そ
の
就
任
に
つ
き
議
会

の
同
意
を
必
要
と
す
る
職
に
あ
る
人

今
中
奈
良
男

76

西
木
辻
町

長
年
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し

て
、
互
い
に
人
権
を

尊
重
し
あ
う
差
別
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

阪
本
裕
保

74

二
名
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し

て
、
互
い
に
人
権
を

尊
重
し
あ
う
差
別
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

丸
谷
君
雄

64

東
之
阪
町

長
年
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し

て
、
互
い
に
人
権
を

尊
重
し
あ
う
差
別
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

西
塔
京
子

50

学
園
南
二
丁
目

長
年
に
わ
た
り
人

権
擁
護
委
員
と
し

て
、
互
い
に
人
権
を

尊
重
し
あ
う
差
別
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

●
教
育
、
学
芸
、
文
化
も
し
く
は
産

業
等
の
発
展
に
つ
い
て
特
に
そ
の
功

績
が
顕
著
な
人

醍
醐
喜
代
枝

法
華
寺
町

長
年
に
わ
た
り
茶

華
道
に
精
進
さ
れ
、

市
茶
華
道
連
盟
参
与

等
と
し
て
文
化
・
観

光
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

●
市
の
公
益
に
関
し
特
に
功
績
が
顕

著
な
人

岡
本
公
男

81

北
半
田
中
町

長
年
に
わ
た
り
北

半
田
中
町
自
治
会
長

と
し
て
、
地
域
振
興

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

大
倉
康
義

63

学
園
朝
日
元
町
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
学

園
朝
日
元
町
一
丁
目

第
１
自
治
会
長
と
し

て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

藤
原
多
恵
子

63

佐
保
台
三
丁
目

長
年
に
わ
た
り
佐

保
台
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議

会
会
長
と
し
て
、
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

岡
　
偉
子

62

南
紀
寺
町
五
丁
目

長
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

鐡
川
繁
男

76

杉
ヶ
町

長
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

和
田
驪
夫

73

大
森
町

長
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

長
岡
玲
子

75

法
蓮
町

長
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

増
井
満
利
子

62

恋
の
窪
二
丁
目

長
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

稲
留
ト
シ
ヱ

66

四
条
大
路
南
町

長
年
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
、
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

辻
谷
清
和

60

青
垣
台
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
、
職

務
に
精
励
、
市
民
部

長
等
の
要
職
を
歴

任
、
さ
ら
に
助
役
等
と
し
て
市
政
の
枢

機
に
参
画
し
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

鐡
村
明
男

60

押
熊
町

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
総
務
部
理

事
等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

庄
司
健
一

61

五
条
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
市
民
部
長

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

氏名の下は11月３
日現在の年齢。以下
住所、事績の概要の
順。敬称略。順不同。

奈良しみんだより
2002年11月1日号3

奈
良
市
の
木
で
あ
る
イ
チ
イ
ガ
シ
は
、

古
来
よ
り
奈
良
盆
地
や
そ
の
周
辺
に
自
然

生
育
し
、
大
き
い
も
の
は
高
さ
三
十
メ
ー

ト
ル
、
直
径
二
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
そ
の

実
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
コ
マ
な
ど
に

使
わ
れ
、「
カ
ッ
チ
ン
」
と
か
「
ド
ン
グ

リ
」
と
よ
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
季
節
に
落
下
す
る
実
を
親
子
で
拾

い
集
め
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
使
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
…
。



●市の表彰に輝く人々

奈良しみんだより
2002年11月1日号 4

大
花
章
義

61

高
畑
町

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
建
設
部
長

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

西
井
弘
藏

60

南
魚
屋
町

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
西
部
出
張

所
長
等
の
要
職
を
歴

任
し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

西
久
保
武
志

61

六
条
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
社
会
教
育

部
長
等
の
要
職
を
歴

任
し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

岡
田
繁
男

60

六
条
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
中
央
図
書

館
長
等
の
要
職
を
歴

任
し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

寺
林
康
博

58

大
和
郡
山
市

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
福
祉
部
理

事
等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

市
場
●
顴

61

柳
生
下
町

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
経
済
部
理

事
等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

中
村
　
誠

60

大
和
郡
山
市

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
業
務
部
長

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

木
田
　
享

61

佐
保
台
三
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
給
水
部
長

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

乾
口
　
朗

60

佐
紀
町

長
年
に
わ
た
り
市

の
職
員
と
し
て
職
務

に
精
励
、
浄
水
部
長

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

中
島
克
二

57

白
毫
寺
町

長
年
に
わ
た
り
市

消
防
団
員
と
し
て
、

地
域
防
災
の
任
務
に

率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

小
林
祥
浩

64

紀
寺
町

長
年
に
わ
た
り
市

消
防
団
員
と
し
て
、

地
域
防
災
の
任
務
に

率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

北
西
雅
通

51

漢
国
町

長
年
に
わ
た
り
市

消
防
団
員
と
し
て
、

地
域
防
災
の
任
務
に

率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

中
川
義
次

58

四
条
大
路
四
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市

消
防
団
員
と
し
て
、

地
域
防
災
の
任
務
に

率
先
し
て
精
励
さ
れ

て
い
る
。

西
田
ミ
サ
ヲ

78

大
宮
町
一
丁
目

長
年
に
わ
た
り
市

地
域
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
会
長
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
等

と
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。※

有
功
者
の
う
ち
一
名
が
掲
載
辞
退
。

功
労
者
表
彰
（134

人
）

●
教
育
、
学
芸
、
文
化
も
し
く
は
産

業
等
の
発
展
に
つ
い
て
そ
の
功
績
が

顕
著
な
人

中
尾
節
子

64

法
蓮
町

市
体
育
指
導
委

員
、
市
体
育
協
会
常

任
理
事
等
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

中
平
保
雄

46

朱
雀
一
丁
目

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ス
ポ
ー
ツ
協
会
常

任
理
事
等
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

伊
●
武
司

75

高
畑
町

市
観
光
協
会
監
事

等
と
し
て
、
観
光
の

振
興
と
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

稲
垣
耕
正

76

佐
紀
町

県
菊
花
連
盟
理
事

等
と
し
て
、
菊
づ
く

り
を
通
じ
て
文
化
・

観
光
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

工
藤
愛
子

69

林
小
路
町

市
茶
華
道
連
盟
監

事
等
と
し
て
文
化
・

観
光
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

森
田
　
功

72

高
天
町

奈
良
商
工
会
議
所

常
議
員
等
と
し
て
、

商
工
業
の
振
興
と
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

大
川
　
●

75

押
上
町

奈
良
商
工
会
議
所

常
議
員
等
と
し
て
、

商
工
業
の
振
興
と
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

斎
藤
俊
治

74

東
向
中
町

奈
良
商
工
会
議
所

議
員
等
と
し
て
、
商

工
業
の
振
興
と
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

西
岡
秀
闍

68

富
雄
北
一
丁
目

富
雄
商
工
振
興
会

会
長
、
市
商
店
街
振

興
会
理
事
等
と
し

て
、
商
業
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

三
木
進
二

54

生
駒
市

市
商
店
街
振
興
会

会
員
、
ト
ミ
オ
プ
ラ

ザ
会
長
と
し
て
、
商

業
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

神
箸
　
勝

59

川
上
町

一
刀
彫
づ
く
り
等

に
精
進
さ
れ
、
県
工

芸
協
会
理
事
長
等
と

し
て
、
伝
統
産
業
の
振

興
と
後
継
者
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

小
畑
久
雄

66

兵
庫
県
大
屋
町

伝
統
的
な
墨
づ
く

り
に
精
進
さ
れ
、
伝

統
産
業
の
振
興
と
後

継
者
の
育
成
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

●
10
年
以
上
自
治
会
長
の
職
に
あ
る
人

●
西
修
蔵

73

三
条
町

三
条
横
町
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

片
岡
健
三

78

高
畑
町

北
天
満
町
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

西
田
啓
三

67

雑
司
町

雑
司
東
町
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

加
藤
和
美

69

法
蓮
町

佐
保
川
南
町
自
治

会
長
と
し
て
、
地
域

振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

三
島
靖
宏

56

法
蓮
町

法
蓮
西
町
第
２
自

治
会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

功
労
者
表
彰
（
133
人
）
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浮
田
與
一
郎

82

大
宮
町
四
丁
目

大
宮
町
四
丁
目
第

１
自
治
会
長
と
し

て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

古
川
高
士

37

横
井
一
丁
目

横
井
一
丁
目
第
３
自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

＝
写
真
掲
載
辞
退
＝

●
10
年
以
上
民
生
委
員
そ
の
他
法
令

又
は
条
例
に
基
づ
き
選
任
さ
れ
た
審

議
会
等
の
委
員
の
職
に
あ
る
人

奥
　
進

69

高
畑
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

椚
原
義
一

73

東
紀
寺
町
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

武
内
良
子

70

十
輪
院
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

酒
井
宏
和

72

不
審
ヶ
辻
子
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

上
手
康
弘

69

鵲
町民

生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

桐
山
清
子

67

高
畑
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

宮
前
冨
美
子

60

東
紀
寺
町
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中
島
千
●
子

58

南
京
終
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

鐡
田
勝
亮

63

南
京
終
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

田
中
義
也

68

南
半
田
中
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

辻
本
昭
夫

75

押
小
路
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

武
田
政
子

57

三
条
宮
前
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

櫻
井
寛
明

52

油
阪
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
賢
二

74

法
華
寺
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

鐡
川
　
鳫

74

四
条
大
路
四
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

冨
士
原
恵
美
子

65

六
条
西
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

市
川
　
將

72

大
安
寺
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

大
西
敏
成

66

大
安
寺
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

泉
　
き
ぬ
子

73

三
条
桧
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

久
保
田
ヤ
ヨ
ミ

62

大
森
西
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

田
村
英
子

58

三
条
栄
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

岩
井
博
子

62

三
条
栄
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

木
本
　
馨

72

鹿
野
園
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

古
川
貞
男

72

南
永
井
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

杉
浦
　
清

64

東
九
条
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

牧
田
　
統

71

山
町民

生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

笹
尾
正
道

56

押
熊
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

木
村
孝
照

71

秋
篠
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

山
口
清
晴

65

秋
篠
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

鐡
松
千
惠
子

53

菅
原
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

玉
置
和
子

66

若
葉
台
四
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

和
田
雅
子

66

西
大
寺
国
見
町
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

藤
岡
　
清

74

宝
来
四
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

柳
吉
房
子

73

平
松
四
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

森
本
義
驪

74

あ
や
め
池
南
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

大
橋
　
學

67

あ
や
め
池
北
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

軽
部
美
智
子

67

学
園
朝
日
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。
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竜
田
和
子

67

鶴
舞
東
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

安
喜
順
子

59

学
園
朝
日
元
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

川
上
志
郎

63

三
碓
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

野
邊
セ
ツ
子

66

登
美
ヶ
丘
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

栗
山
和
義

72

登
美
ヶ
丘
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

藤
田
渺
子

66

松
陽
台
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

白
石
雅
紀

62

中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

村
田
知
子

62

中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

砂
野
秀
碩

71

富
雄
元
町
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

國
分
節
子

66

富
雄
川
西
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

坂
本
好
延

70

中
町民

生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

小
川
ヒ
ロ
ミ

62

富
雄
泉
ヶ
丘

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

梶
　
光
子

65

帝
塚
山
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

菊
池
紀
美
子

62

帝
塚
山
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

山
田
三
千
子

72

南
登
美
ヶ
丘

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中
本
ま
す
ゑ

61

南
登
美
ヶ
丘

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

永
通
富
美
子

54

東
登
美
ヶ
丘
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

谷
手
芳
秀

71

大
平
尾
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

藤
井
惠
美
子

55

左
京
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

饌
口
淑
子

77

学
園
南
三
丁
目

市
清
掃
業
務
審
議

会
委
員
と
し
て
、
廃

棄
物
の
排
出
の
抑
制

と
処
理
の
適
正
化
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

●
15
年
以
上
市
の
職
員
又
は
消
防
団

の
団
員
と
し
て
勤
続
し
特
に
功
績
顕

著
な
人

驂
井
光
人

60

京
都
府
木
津
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
企
画

部
次
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

木
村
　
進

60

藤
ノ
木
台
二
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
税
務

部
次
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

尾
上
剛
士

59

阪
原
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
市
税

等
徴
収
対
策
室
長
等

の
要
職
を
歴
任
し
、

市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

中
井
正
一

59

大
和
郡
山
市

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
監
査

委
員
事
務
局
長
等
の

要
職
を
歴
任
し
、
市

政
に
尽
く
さ
れ
た
。

乾
　
宏

61

法
蓮
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
農
業

委
員
会
事
務
局
長
等

の
要
職
を
歴
任
し
、

市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

藤
井
良
幸

61

磯
城
郡
田
原
本
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
総
務

部
参
事
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

下
垣
内
康
夫

59

朱
雀
五
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
福
祉

部
参
事
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

荒
堀
任
人

61

京
都
府
山
城
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
経
済

部
参
事
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

松
嶋
俊
雄

60

東
九
条
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
経
済

部
参
事
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

森
本
昭
雄

60

あ
や
め
池
北
三
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
都
市

整
備
部
参
事
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
市
政

に
尽
く
さ
れ
た
。

北
側
　
勇

60

大
安
寺
七
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
給
水

部
次
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

前
　
伸
一

60

法
蓮
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
業
務

部
参
事
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

森
田
安
和

61

押
熊
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
消
防

総
務
部
長
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
市
政
に

尽
く
さ
れ
た
。

仲
井
敏
文

61

六
条
三
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
生
活

安
全
部
長
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
市
政
に

尽
く
さ
れ
た
。
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河
原
　
劭

61

法
華
寺
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
消
防

局
参
事
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

尾
崎
勝
明

60

南
京
終
町
二
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
消
防

局
参
事
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

村
田
驪
子

57

上
野
市

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
健
康

増
進
課
長
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
市
政
に

尽
く
さ
れ
た
。

西
村
廣
彦

60

押
熊
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
文
化

財
課
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

宮
狹
光
夫

61

川
上
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
中
央

図
書
館
次
長
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
市
政

に
尽
く
さ
れ
た
。

驂
本
明
彦

60

押
熊
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
中
消

防
署
長
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

中
井
和
子

60

北
永
井
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
保
育

課
主
幹
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

中
川
菊
俊

60

三
条
栄
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
主
幹

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

大
谷
一
郎

61

三
条
大
路
一
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
環
境

清
美
第
二
事
務
所
主

幹
等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

上
島
克
良

60

桜
井
市

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
中
央

公
民
館
主
幹
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
市
政

に
尽
く
さ
れ
た
。

川
口
　
稔

60

横
井
二
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
議
会

事
務
局
庶
務
課
主
幹

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

田
中
健
次

61

芝
辻
町
三
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
水
道

局
工
事
検
査
室
主
幹

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

道
下
健
一

61

富
雄
元
町
一
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
水
道

局
工
事
検
査
室
主
幹

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

有
堀
正
利

61

京
都
市

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
浄
水

課
主
幹
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

大
谷
　
勇

61

敷
島
町
一
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
東
消

防
署
副
署
長
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
市
政

に
尽
く
さ
れ
た
。

森
　
守

53

生
駒
市

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
市
税

等
徴
収
対
策
室
主
査

等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

北
浦
悦
子

60

興
ヶ
原
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
保
育

課
主
査
等
の
要
職
を

歴
任
し
、
市
政
に
尽

く
さ
れ
た
。

五
百
闢
亮
一

59

古
市
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
長
補

佐
等
の
要
職
を
歴
任

し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

大
山
　
実

54

三
重
県
志
摩
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
環
境

清
美
第
一
事
務
所
長

補
佐
等
の
要
職
を
歴

任
し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

川
本
昭
男

59

南
紀
寺
町
四
丁
目

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
環
境

清
美
第
一
事
務
所
長

補
佐
等
の
要
職
を
歴

任
し
、
市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

中
尾
　
昇

61

古
市
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
環
境

清
美
工
場
長
補
佐
等

の
要
職
を
歴
任
し
、

市
政
に
尽
く
さ
れ
た
。

植
田
良
穗

52

窪
之
庄
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
街
路

課
長
補
佐
等
の
要
職

を
歴
任
し
、
市
政
に

尽
く
さ
れ
た
。

永
嶋
勝
士

61

橿
原
市

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
建
築

指
導
課
長
補
佐
等
の

要
職
を
歴
任
し
、
市

政
に
尽
く
さ
れ
た
。

松
嶋
正
巳

61

天
理
市

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
青
少

年
児
童
会
館
長
等
の

要
職
を
歴
任
し
、
市

政
に
尽
く
さ
れ
た
。

平
井
善
孝

60

椿
井
町

市
の
職
員
と
し
て

職
務
に
精
励
、
中
央

公
民
館
主
査
等
の
要

職
を
歴
任
し
、
市
政

に
尽
く
さ
れ
た
。

佐
野
寿
浩

42

下
狭
川
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励
さ

れ
て
い
る
。

渡
駛
誠
之
介

43

富
雄
北
三
丁
目

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

和
田
光
一

46

学
園
大
和
町
二
丁
目

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

鐡
田
久
信

54

西
九
条
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

西
田
常
良

53

川
上
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

大
西
徳
行

51

今
市
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。
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奈良の景観に調和し、優れた建築物や町並みに贈られる第
15回奈良市建築文化賞の各賞が次のとおり決まり、11月３日
の市表彰式で建築主・設計者・施工者に表彰状と記念品が贈
られます。今年は20件の建築物等の推薦がありました。

医療法人（財団）岡谷会　
おかたに病院（南京終町一丁目）

欅邸（押熊町） ピアッツァコート西大寺
（西大寺新町一丁目）

優れた建物や町並みを表彰

奈良市建築文化賞

中
本
岩
男

54

西
大
寺
野
神
町
一
丁
目

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

●
市
の
公
益
に
関
し
功
績
が
顕
著
な
人

松
井
　
滋

57

三
条
桧
町

市
の
各
種
予
防
接

種
業
務
や
休
日
夜
間

応
急
診
療
業
務
に
協

力
さ
れ
、
市
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

山
家
淞
世

73

秋
篠
三
和
町
二
丁
目

市
の
各
種
予
防
接

種
業
務
や
休
日
夜
間

応
急
診
療
業
務
に
協

力
さ
れ
、
市
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

和
田
義
史

57

東
登
美
ヶ
丘
四
丁
目

市
の
各
種
予
防
接

種
業
務
や
休
日
夜
間

応
急
診
療
業
務
に
協

力
さ
れ
、
市
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

木
平
　
正

52

東
登
美
ヶ
丘
五
丁
目

市
の
各
種
歯
科
検

診
や
休
日
歯
科
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
歯
科
衛

生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

秋
山
謙
一

57

鶴
福
院
町

市
の
各
種
歯
科
検

診
や
休
日
歯
科
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
歯
科
衛

生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

當
座
　
実

53

鳥
見
町
三
丁
目

市
の
各
種
歯
科
検

診
や
休
日
歯
科
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
歯
科
衛

生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

磯
部
哲
夫

63

東
紀
寺
町
二
丁
目

市
の
休
日
夜
間
応

急
診
療
所
の
薬
剤
業

務
等
に
協
力
さ
れ
、

市
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
。

堀
内
金
義

72

大
和
郡
山
市

市
南
部
土
地
改
良

清
美
事
業
防
災
及
び

環
境
保
全
対
策
委
員

会
委
員
と
し
て
、
事

業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
。

闊
岡
成
郎

71

大
和
郡
山
市

市
南
部
土
地
改
良

清
美
事
業
防
災
及
び

環
境
保
全
対
策
委
員

会
委
員
と
し
て
、
事

業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
。

※
功
労
者
の
う
ち
二
名
が
掲
載
辞
退
。

善
行
者
（
８
人
）

●
市
の
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を

寄
付
し
た
人

杉
岡
正
美

89

学
園
南
一
丁
目

文
化
振
興
の
た
め

に
と
多
く
の
書
作
品

を
寄
贈
さ
れ
た
。

赤
江
貞
夫

73

堺
市文

化
振
興
の
た
め

に
と
多
く
の
書
作
品

を
寄
贈
さ
れ
た
。

西
野
昭
子

61

泉
南
市

文
化
振
興
の
た
め

に
と
書
作
品
を
寄
贈

さ
れ
た
。

鮎
川
美
千
代

67

東
京
都
杉
並
区

文
化
振
興
の
た
め

に
と
書
作
品
を
寄
贈

さ
れ
た
。

御
手
洗
シ
ズ
エ

73

左
京
二
丁
目

文
化
振
興
の
た
め

に
と
御
手
洗
充
氏
制

作
の
御
神
輿
を
寄
贈

さ
れ
た
。

林
　
義
範

63

二
名
四
丁
目

社
会
福
祉
の
た
め

に
と
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
た
。

岩
本
潤
三

68

右
京
四
丁
目

社
会
福
祉
の
た
め

に
と
本
年
も
多
額
の

浄
財
を
寄
付
さ
れ

た
。

※
善
行
者
の
う
ち
一
名
が
掲
載
辞
退
。

善
行
者
表
彰
（
８
人
）

【奈良市建築文化賞奨励賞】【奈良市建築文化賞部門賞町並み賞】【奈良市建築文化賞部門賞景観賞】

山崎屋宝来店（宝来町）
トヨタ　センチュリー
ストリート（杉ヶ町）

帝塚山大学７号館・中庭
（帝塚山七丁目）

奈良しみんだより
2002年11月1日号 8
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我
が
国
は
、
世
界
の
長
寿
大
国
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
他
国

で
も
例
を
見
な
い
速
さ
で
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
の
介
護
保
険
制
度
の

導
入
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
も

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
重
要
な
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

学
校
関
連
で
も
社
会
福
祉
を
学
べ
る

環
境
を
整
え
る
な
ど
、
福
祉
対
策
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
奈
良
市

内
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
取
材
し
よ
う

と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
な
ら

や
ま
園
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

同
園
は
、
市
内
北
西
部
の
緑
と
川

の
あ
る
空
気
清
澄
で
閑
静
な
住
宅
環

境
の
中
に
あ
り
、
現
在
五
十
四
名
の

介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
が
入

居
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
特
徴
は
、
入
居
さ
れ

て
い
る
方
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
安

心
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
従
来
の
よ
う
な
集
団
的
処

遇
で
は
な
く
、
少
人
数
の
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
個
人
の

自
立
を
尊
重
し
た
「
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
」を
行
っ
て
い
る
点
で
す
。

こ
れ
は
、
日
常
生
活
の
状
態

に
応
じ
て
ユ
ニ
ッ
ト
に
分
け
、

個
別
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
生
活
す
る

こ
と
で
個
々
の
生
活
リ
ズ
ム
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
よ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
今
ま

で
異
な
っ
た
人
生
を
歩
ん
で
こ

ら
れ
た
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り

の
、
環
境
や
考
え
方
を
大
切
に

し
た
い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
試
行
錯
誤
の
段
階
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
が
入

居
者
と
一
対
一
で
自
然
体
で
接
す
る

こ
と
で
、
施
設
を
自
分
の
「
家
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
雰
囲
気

作
り
が
懸
命
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
「
和
み
」
の
場
を
作
ろ
う

と
、
一
丸
と
な
っ
て
前
向
き
に
行
っ

て
い
る
の
が
、
若
く
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
で
す
。

彼
ら
は
み
な
、
介
護
知
識
だ
け
で
な

く
お
年
寄
り
と
の
信
頼
関
係
や
観
察

力
の
大
切
さ
を
実
感
さ
れ
て
い
ま

す
。「
お
年
寄
り
の
笑
顔
に
励
ま
さ

れ
、
日
々
新
鮮
な
発
見
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
た
ち
自
身
も
成
長
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
熱
く
語
る

ス
タ
ッ
フ
の
言
葉
の
中
に
、
業
務
を

超
え
た
人
間
同
士
の
関
わ
り
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

同
園
で
は
、
お
花
見
や
運
動
会
、

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
季
節
の
行
事
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
年
齢
八
十
五
歳
を
超
え
る
お

年
寄
り
も
、
こ
の
時
ば
か
り
は
童
心

に
帰
っ
て
楽
し
む
ば
か
り
で
な
く
、

よ
り
一
層
自
分
に
磨
き
を
か
け
る
べ

く
情
熱
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
姿

が
、
写
真
や
作
品
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
が
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
時
も
ち
ょ
う
ど
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
最
中
で
、
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
だ
り
歌
を
歌
っ
た
り
、

特
別
な
美
声
で
熱
唱
し
て
く
だ
さ
る

方
々
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
同
園
で
は
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば
れ
る
数

日
間
の
短
期
入
所
生
活
介
護
（
定
員

十
六
名
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば

れ
る
通
所
介
護
（
定
員
四
十
名
）、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ア
ム
リ

タ
で
の
痴
呆
型
通
所
介
護
（
定
員
九

名
）
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
訪
問
介
護
）、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
、
訪
問
入
浴
セ
ン
タ
ー
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、
日
常
生
活
に
困
る

様
々
な
状
態
別
に
利
用
者
の
希
望
を

尊
重
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
相
談

窓
口
と
し
て
介
護
に
関
す
る

こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も

気
軽
に
無
料
で
相
談
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
活
気
み
な
ぎ
る
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
と
て

も
熱
心
に
温
か
く
様
々
な
悩

み
や
相
談
事
に
答
え
て
く
れ

ま
す
。
介
護
を
家
族
だ
け
で

な
く
社
会
全
体
で
支
え
よ
う

と
す
る
使
命
感
に
あ
ふ
れ

た
、
同
園
の
「
思
い
」
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
が
施
設
と
併
設
す
る

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ニ

ュ
ー
ラ
イ
フ
な
ら
や
ま
」
で
す
。
身

体
機
能
低
下
や
独
立
し
て
生
活
す
る

の
に
不
安
の
あ
る
人
た
ち
を
対
象

に
、
各
種
相
談
・
助
言
、
趣
味
・
娯

楽
の
援
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
ま
た
、
孤
独
感
に
よ
る

寂
し
さ
や
体
力
の
衰
え
に
対
す
る
不

安
を
取
り
除
き
、
好
奇
心
・
向
上
心

を
養
い
、
明
る
く
和
や
か
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
接
す
る
奈
良
大
学
に

念
願
の
進
学
を
果
た
し
、
通
学
さ
れ

て
い
る
お
年
寄
り
も
お
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

「
自
分
の
入
り
た
い
施
設
に
し
よ

う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
生
活
を
共
感

し
な
が
ら
同
時
に
お
年
寄
り
一
人
ひ

と
り
の
独
自
性
と
創
造
性
を
大
切
に

す
る
、
そ
ん
な
「
な
ら
や
ま
園
」
ら

し
い
和
み
と
温
も
り
に
心
の
贅
沢
を

感
じ
て
施
設
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

老
後
を
豊
か
に
生
き
生
き
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
な
ら
や
ま
園
」
を
訪
ね
て

中林太美世さん

静
か
な
環
境
の
中
に
あ
る
な
ら
や
ま
園

園内の各施設を取材
する中林さん。普段
の生活の様子や福祉
の現状などについて、
いきいきと話すスタ
ッフのみなさんの姿
が印象的でした。



障
が
い
者
や
高
齢
者
に
と
っ

て
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

に
は
困
難
な
こ
と
が
多
々
あ
り
、

地
域
福
祉
互
助
会
を
作
り
福
祉
車

両
を
入
手
し
て
も
運
転
す
る
人
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
悩
み

を
解
決
す
る
た
め
に
車
両
の
管
理

お
よ
び
運
転
を
担
当
す
る
の
が

「
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
す
。

現
在
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
い
わ
れ
る

中
で
、
利
用
者
の
要
望
に
応
え
る

に
は
三
百
六
十
五
日
二
十
四
時
間

の
救
急
車
な
み
の
即
応
態
勢
と
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
者
の
権

利
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
た
ち

の
使
命
で
す
。
多
く
の
仲
間
が
そ

の
意
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
他
に
類
を
見
な
い
程
の
態

勢
が
必
要
と
さ
れ
る
活
動
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
達
成
感
も

得
ら
れ
る
価
値
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

十
年
が
過
ぎ
、
利
用
者
グ
ル
ー

プ
の
環
境
も
変
化
し
、
通
院
・
リ

ハ
ビ
リ
・
通
学
・
通
所
・
買
い

物
・
旅
行
・
冠
婚
葬
祭
の
送
迎
な

ど
、
対
応
も
多
岐
に
渡
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

二
十
名
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は

走
り
続
け
て
三
十
万
キ
ロ
を
超
え

て
い
ま
す
。
訪
問
時
は
特
に
時
間

を
守
り
、
全
て
の
行
動
に
余
裕
を

持
っ
て
行
動
し
、
日
中
の
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
点
灯
走
行
な
ど
も
い
ち
早

く
取
り
入
れ
、
常
に
安
全
運
転
に

努
め
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
を
し
て

い
ま
す
。

利
用
者
の
明
る
い
笑
顔
が
日
ご

と
に
増
え
、
元
気
に
な
る
姿
を
見

て
と
も
に
喜
び
を
感
じ
、
ま
た
生

き
る
パ
ワ
ー
を
受
け
て
生
活
に
充

実
感
が
み
な
ぎ
っ
て
き
ま
す
。

●
メ
ン
バ
ー
募
集
●

内
容
…
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
活
動
日
…
毎
日
（
相
談
）

【
問
い
合
わ
せ
】

奥
山
孝
司
（
蕁
二
二
―
六
〇
〇
五

薨
二
二
―
八
九
二
一
　
Ｅ
―
ｍ
ａ

ｉ
ｌ
＝footlight@

nyc.odn.ne.jp

）

●保健所だより・輪をひろげよう

奈良しみんだより
2002年11月1日号 10

冬
場
の
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
!!

食
中
毒
の
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

食
中
毒
は
夏
場
に
多
く
発
生
す
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し

最
近
で
は
、「
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
）」
に
よ
る
食
中
毒

が
冬
場
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
と
は
？

電
子
顕
微
鏡
で
な
け
れ
ば
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
直
径
三
十
ナ
ノ
メ

ー
タ
（
１
ミ
リ
の
十
万
分
の
三
十
）

前
後
と
、
き
わ
め
て
小
さ
い
ウ
イ
ル

ス
の
総
称
で
す
。

Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
は
食
品
中
で
増
殖
で
き

ず
、
人
間
の
生
き
た
細
胞
中
で
増
殖

し
、
食
中
毒
の
よ
う
な
症
状
を
お
こ

し
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
な
の
で

少
量
で
も
体
内
に
入
る
と
増
殖
し
、

発
病
す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
感
染
経
路

冬
場
は
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
の

身
を
全
部
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
食
中

毒
が
多
く
報
告
さ
れ
ま
す
。

こ
の
原
因
と
し
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
を

含
む
生
活
排
水
が
河
川
か
ら
カ
キ
な

ど
の
二
枚
貝
の
生
育
海
域
に
流
れ
込

ん
だ
た
め
、
エ
サ
で
あ
る
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
海
水
と
と
も
に
取
り
込

み
、
カ
キ
内
部
に
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
を
濃
縮

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
ケ
ー
キ
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
が
人
の
手
を
介

し
て
二
次
的
に
汚
染
さ
れ
、
食
中
毒

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
集
団
発
生
し
た
事
例
で

は
発
病
が
特
定
の
日
に
集
中
せ
ず
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
人
か
ら
人
へ
の
感
染
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
症
状

ヒ
ト
の
腸
管
で
増
殖
し
、
急
性
胃

腸
炎
を
お
こ
し
ま
す
。
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
に

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
て
か
ら
１

〜
２
日
程
度
で
発
病
し
、
吐

き
気
や
嘔
吐
、
激
し
い
下
痢

や
腹
痛
が
現
れ
ま
す
。ま
た
、

発
熱
や
頭
痛
、
喉
の
痛
み
な

ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
症

状
が
軽
い
場
合
、
風
邪
と
勘

違
い
し
て
見
過
ご
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

◆
予
防
方
法

生
カ
キ
は
、
生
食
用
・
加

熱
用
の
別
、
採
取
海
域
、
消

費
期
限
等
の
表
示
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
キ
な
ど
の
二

枚
貝
を
加
熱
す
る
と
き
は
取
扱
い
に

注
意
し
、十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
手
洗
い
（
特
に
調
理
前

や
ト
イ
レ
の
後
な
ど
）
を
十
分
に
行

い
、
食
品
や
調
理
器
具
を
汚
染
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
下
痢
の
症
状
や
体
調
不
良

の
場
合
は
、
調
理
に
従
事
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
保
健
所
生
活
衛

生
課
（
蕁
二
三
―
六
一
七
二
）
へ
。

〈食中毒予防3原則〉
清潔（つけない）

ついている菌をきれいに落とそう

迅速・冷却（ふやさない）
調理はすばやく室温放置は短く

加熱（菌をころす）
食中毒菌は75℃以上は苦手です

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
サ
ー
ク
ル
紹
介 

●
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト



●万葉歌碑を巡る・東西南北

税
務
無
料
相
談

近
畿
税
理
士
会
奈
良
支
部
が
、
税

金
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
…
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
奈

良
納
税
会
館
（
登
大
路
町
）

▼
問

い
合
わ
せ
…
同
支
部
（
蕁
二
六
―
一

六
五
五
）
へ
。

ア
フ
ガ
ン
･
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
性
と
教
育

と
き
…
11
月
４
日
豕
午
後
１
時
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
奈
良
女
子
大
学
（
北

魚
屋
東
町
）

▼
そ
の
他
…
写
真
パ
ネ

ル
展
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
と
く

ら
し
」
を
同
大
学
記
念
館
で
11
月
７
日

貅
ま
で
開
催
（
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
）

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
大
学

総
務
課
（
蕁
二
〇
―
三
二
二
〇
）
へ
。

秋
篠
の
宴
「
兵
士
の
物
語
」

と
き
…
11
月
17
日
豸
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
…
秋
篠
音
楽
堂
（
奈
良
フ

ァ
ミ
リ
ー
６
階
）

▼
内
容
…
講
演

「
兵
士
の
物
語
を
作
っ
た
二
人
の
芸

術
家
〜
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
ラ

ミ
ュ
」、
演
奏
＝
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス

キ
ー
「
兵
士
の
物
語
」

▼
入
場
料

…
前
売
３
千
円
、
当
日
３
千
500
円

（
全
席
自
由
）

▼
そ
の
他
…
５
組

を
招
待
。
往
復
は
が
き
で
11
月
10
日

ま
で
に
申
し
込
み
　
▼
問
い
合
わ
せ

…
秋
篠
音
楽
堂
運
営
協
議
会
（
蕁
三

五
―
七
〇
七
〇
）
へ
。

け
い
は
ん
な
女
声
コ
ー
ラ
ス
の

集
い

と
き
…
11
月
17
日
豸
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ
…
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
京
都
府
精
華
町
）

▼
問
い
合
わ

せ
…
同
実
行
委
員
会
の
長
屋
さ
ん

（
蕁
二
六
―
七
〇
三
〇
）
へ
。

み
の
り
の
秋
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭

と
き
…
12
月
７
日
貍
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
　
▼
と
こ
ろ
…
県
農
業
協

同
組
合
奈
良
市
柏
木
支
店
　
▼
内
容

…
新
米
・
も
ち
の
無
料
配
布
（
先
着

300
人
）、
か
や
く
ご
飯
食
べ
放
題
、

餅
つ
き
大
会
、
特
産
物
の
即
売
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
組
合
（
蕁
三
四

―
三
〇
三
三
）
へ
。

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

譛
21
世
紀
職
業
財
団
奈
良
事
務
所

が
、
育
児
、
介
護
、
家
事
の
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
番
号
…
蕁
六
四
―
二
〇
二
〇

・http://w
w
w
.2020net.jp

▼
相
談

日
時
…
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半
　
▼
問

い
合
わ
せ
…
同
事
務
所
（
蕁
三
六
―

六
七
七
七
）
へ
。

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

と
き
…
12
月
28
日
貍
夜
〜
31
日
貂

３
泊
４
日
　
▼
と
こ
ろ
…
戸
狩
ス
キ

ー
場
（
長
野
県
）

▼
定
員
…
小
学

３
年
〜
高
校
生
40
人
　
▼
参
加
料
…

３
万
８
千
500
円
。
貸
ス
キ
ー
・
ウ
エ

ア
、
リ
フ
ト
代
は
別
途
必
要
　
▼
締

め
切
り
…
12
月
６
日
　
▼
問
い
合
わ

せ
…
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
奈
良
市

支
部
（
蕁
二
二
―
〇
〇
〇
四
・
平
日

午
後
１
時
〜
５
時
）
へ
。

平
城
児
童
セ
ン
タ
ー
催
し
案
内

「
じ
ど
う
か
ん
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」

に
行
こ
う
！
　
と
き
…
来
年
１
月
11

日
貍
〜
13
日
豢
２
泊
３
日
。
12
月
１

日
豸
に
説
明
会
　
▼
と
こ
ろ
…
沖
縄

県
本
部
町
　
▼
定
員
…
小
・
中
学
生

20
人
　
▼
参
加
料
…
４
万
５
千
円

▼
内
容
…
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
沖
縄
見

学
、
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
　
▼
締

め
切
り
…
11
月
23
日

雪
は
お
も
し
ろ
い
　
と
き
…
来
年

２
月
21
日
貊
〜
23
日
豸
２
泊
３
日

▼
と
こ
ろ
…
若
桜
氷
ノ
山
ユ
ー
ス
ホ

ス
テ
ル
（
鳥
取
県
若
桜
町
）
▼
定
員

…
小
学
３
年
〜
中
学
生
40
人
　
▼
参

加
料
…
１
万
３
千
円
　
▼
内
容
…
か

ま
く
ら
作
り
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ

ク
、
雪
だ
る
ま
作
り
選
手
権
な
ど

▼
締
め
切
り
…
11
月
16
日

【
問
い
合
わ
せ
】
同
セ
ン
タ
ー
（
蕁

三
四
―
二
七
一
六
）
へ
。

親
子
い
き
い
き
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

と
き
…
11
月
17
日
豸
、
12
月
１
日

豸
、
14
日
貍
・
15
豸
１
泊
２
日
。
３

回
　
▼
と
こ
ろ
…
県
立
青
少
年
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
都
祁
村
）

▼
定

員
…
小
学
１
〜
３
年
生
と
保
護
者
20

組
　
▼
参
加
料
…
１
組
１
万
７
千

円
。
同
伴
者
一
人
に
つ
き
５
千
円
追

加
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
県
キ
ャ
ン
プ

協
会
（
蕁
・
薨
〇
七
四
五
―
八
二
―

一
六
六
二
）
へ
。
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●
親
子
い
き
い
き

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

●
け
い
は
ん
な

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
集
い

●
秋
篠
の
宴「
兵
士
の
物
語
」

●
ア
フ
ガ
ン
･
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
平
城
児
童
セ
ン
タ
ー
催
し
案
内

●
税
務
無
料
相
談

●
み
の
り
の
秋
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭

●
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

●
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

文
・
奈
良
市
に
万
葉
歌
碑
を
建
て
る
会

長
岡
玲
子

Ｎ 

秋
篠
川 

（がんこ一徹長屋内） 
歌碑 

　● 
薬師寺 

唐招提寺 
  　● 
 

近
鉄
西
ノ
京
駅 

相
思
あ
ひ
お
も

は
ぬ
人
を
思
ふ
は
大
寺
の

餓
鬼
の
後
し
り
へ
に
額ぬ
か

つ
く
が
如ご
と

（
万
葉
集
　
巻
四
　
六
〇
八
　
笠
女
郎
） その１９

松井玲月書

西
ノ
京
の
一
画
に
、
が
ん
こ
に

奈
良
の
伝
統
工
芸
を
守
っ
て
ゆ
く

人
々
の
長
屋
が
あ
り
ま
す
。
正
統

な
も
の
の
中
に
キ
ラ
リ
と
ユ
ニ
ー

ク
さ
を
見
せ
る
、
こ
の
「
が
ん
こ

一
徹
長
屋
」
に
相
応
し
い
万
葉
歌

を
二
基
の
歌
碑
に
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
の
一
基
が
こ
の
歌
で
す
。

笠
女
郎
が
大
伴
家
持
に
贈
っ
た

恋
の
歌
二
十
四
首
の
中
の
一
首
で
、

才
能
と
技
巧
が
ほ
と
ば
し
る
よ
う

に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
私
が
こ
ん
な
に
も
恋
し
て
い

る
の
に
私
を
思
っ
て
も
く
れ
な
い

人
、
そ
の
人
を
思
い
続
け
て
い
る

の
は
、
ま
る
で
大
寺
の
餓
鬼
像
の
、

し
か
も
後
ろ
か
ら
額
を
地
に
つ
け

て
拝
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

何
の
甲
斐
も
な
い
の
に
」。
大
寺
は

興
福
寺
、
元
興
寺
、
大
安
寺
、
薬

師
寺
な
ど
。
餓
鬼
は
痩
せ
細
り
、

腹
が
ふ
く
れ
た
像
で
餓
鬼
道
に
落

ち
た
亡
者
で
、
額
つ
く
の
は
最
も

丁
寧
な
拝
礼
の
仕
方
で
す
。

泣
き
な
が
ら
も
お
ど
け
て
い
る
、

心
は
深
刻
な
の
に
笑
っ
て
見
せ
る

姿
は
ま
る
で
ピ
エ
ロ
で
す
。



●ごみ懇談会レポート
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「
ご
み
懇
談
会
」
は
、
市
が
毎
年

行
っ
て
い
る
「
ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク

ル
学
習
会
」
受
講
終
了
生
の
有
志
が

集
ま
り
、二
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
会
で
は
、
奈
良
市
の
ご
み
行

政
と
市
民
を
つ
な
ご
う
と
、
様
々
な

活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
七
月
に
同
会
が
行
っ
た
不
法
投

棄
現
場
視
察
と
清
掃
活
動
の
様
子
に

つ
い
て
、
同
会
の
清
水
順
子
さ
ん
の

レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

七
月
三
十
一
日
の
午
後
、
強
い
日

差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、「
ご
み
懇

談
会
」
の
有
志
十
一
名
は
、
市
の
職

員
の
方
の
案
内
で
不
法
投
棄
の
実
態

を
知
る
た
め
に
現
場
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

以
前
か
ら
私
た
ち
は
、
不
法
投
棄

に
つ
い
て
は
心
を
痛
め
て
い
ま
し

た
。
特
に
昨
年
四
月
の
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
施
行
後
は
、
料
金
負
担
を
逃

れ
よ
う
と
不
法
投
棄
を
す
る
人
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
を
し
て

い
ま
し
た
。

現
在
、
市
で
は
不
法
投
棄
多
発
場

所
を
四
十
か
所
ほ
ど
把
握
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
こ
に
は
家
具
や
家
電

製
品
、家
庭
ご
み
な
ど
が
捨
て
ら
れ
、

昨
年
度
は
約
百
六
十
七
ト
ン
も
回
収

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
見
学
で
は

四
か
所
の
現
場
を
見
ま
し
た
が
、
事

前
に
市
の
職
員
の
方
た
ち
が
ご
み
回

収
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
場

所
に
再
び
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
お

り
、
捨
て
る
人
の
モ
ラ
ル
の
低
さ
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
す
。

不
法
投
棄
と
い
っ
て
も
様
々
で

す
。
車
か
ら
の
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、弁
当
が
ら
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
、

タ
イ
ヤ
の
大
量
投
棄
、
自
動
車
、
ソ

フ
ァ
ー
や
畳
な
ど
の
家
財
道
具
の
投

棄
。
パ
ソ
コ
ン
や
バ
ッ
テ
リ
ー
、
雑

誌
、
自
転
車
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
私
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
た
の

は
、
河
川
に
畳
や
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
が

投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
し

た
。
水
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
畳
な
ど

は
重
す
ぎ
て
人
の
力
に
よ
る
引
上
げ

は
危
険
で
あ
り
、
ク
レ
ー
ン
を
使
う

こ
と
も
狭
い
谷
を
流
れ
る
川
の
中
の

た
め
困
難
で
す
。
投
げ
込
む
こ
と
は

簡
単
で
も
回
収
は
困
難
を
極
め
、
川

の
水
を
汚
し
て
い
ま
す
。
捨
て
た
人

へ
の
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

自
動
車
の
不
法
投
棄
の
場
合
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
残
っ
て
い
れ

ば
元
の
所
有
者
が
特
定
で
き
ま
す

が
、
そ
の
人
が
不
法
投
棄
し
た
と
は

限
ら
な
い
た
め
、
市
か
ら
の
要
請
で

も
撤
去
が
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
い

現
状
を
知
り
ま
し
た
。
自
動
車
が
一

台
捨
て
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
に
二
台
三

台
と
増
え
、
決
ま
っ
て
ガ
ラ
ス
が
割

ら
れ
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
大
量
の
古
タ
イ
ヤ
の
投
棄
は
明

ら
か
に
業
者
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
す
が
、
投
棄
者
の
特
定
が
つ

か
ず
、
防
止
も
難
し
い
現
状
を
知
り

ま
し
た
。

不
法
投
棄
に
関
す
る
法
律
で
は
、

不
法
投
棄
者
に
は
、
五
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
を

除
去
す
る
人
は
、
ま
ず
不
法
投
棄
し

た
者
、
次
に
敷
地
の
管
理
者
、
そ
し

て
最
後
に
市
町
村
長
か
都
道
府
県
知

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
実

に
は
、
不
法
投
棄
者
を
特
定
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
一
部
の
心
な
い
人
の

行
為
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
税
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
が
不
法
投
棄
監
視
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
て
い
る
場
所
も
見
学
し
ま
し

た
。
セ
ン
サ
ー
の
働
き
に
よ
る
音
声

の
警
告
は
、
あ
る
程
度
の
効
果
は
あ

る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
車
道
か
ら

の
投
げ
捨
て
に
は
全
く
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
。

最
後
に
、
私
た
ち
は
市
職
員
の

方
々
と
、
中
の
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

の
散
乱
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。
短
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
相
当
な
量

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ

た
弁
当
が
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

は
本
当
に
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。「
自
分
一
人
ぐ
ら
い
い

い
だ
ろ
う
」「
自
分
一
人
が
気
を
つ

け
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う

意
識
が
、
こ
の
よ
う
な
惨
状
を
生
み

出
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

監
視
セ
ン
サ
ー
の
設
置
や
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
は
確
か
に
防
止
の

た
め
に
は
重
要
で
す
。
し
か
し
、
最

後
は
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
問
題

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
監
視
に
は

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で

は
、
市
民
み
ん
な
の
問
題
で
も
あ
る

の
で
す
。
自
分
た
ち
が
使
っ
た
後
に

出
た
ご
み
を
正
し
く
処
理
す
る
た
め

に
は
、
お
金
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
環
境
問
題
も
足
元
か
ら
始

ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
一
人

ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
を
高
揚
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
み
な
さ
ん
の

お
知
恵
を
お
借
り
し
て
、
現
状
の
改

善
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
意
見
を
、「
ご
み
懇
談

会
」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
同
会
（
市
企
画
総

務
課
内
　
蕁
七
一
―
三
〇
〇
一
）へ
。

ごごごご
みみみみ
懇懇懇懇
談談談談
会会会会
レレレレ
ポポポポ
ーーーー
トトトト

不
法
投
棄
、
そ
の
現
場
を
見
て

散
乱
ご
み
の
清
掃
活
動
で
は
、
2
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た
。

不
法
投
棄
多
発
場
所
を
視
察

す
る
メ
ン
バ
ー
（
上
）
と
、

林
道
や
河
川
へ
不
法
投
棄
さ

れ
た
ご
み
（
右
）。



●虹のひろば

毎
月
11
日
は
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
で
す
。

シリーズ 人権4コマまんが

奈良市人権教育・啓発推進本部

人権擁護啓発作品から

富
雄
北
小
学
校

盤
若
明
日
香
さ
ん

奈良しみんだより
2002年11月1日号13

ラ
ラ：

昨
日
ね
、「
も
し
も
し
ラ
ラ

ち
ゃ
ん
で
す
か
。
○

○
大
学
の
○
○
で
す

け
ど
、
お
母
さ
ん
い

ま
す
か
？
家
庭
教
師

の
件
で
お
電
話
し
ま

し
た
…
」
っ
て
電
話
が
あ
っ
た
の
。

ナ
ナ：

そ
の
人
、
知
り
合
い
？

ラ
ラ：

い
い
え
、
私
も
お
母
さ
ん
も

全
然
知
ら
な
い
人
な
の
。

ナ
ナ：

じ
ゃ
あ
、
ど
う
や
っ
て
名
前

と
電
話
番
号
を
調
べ
た
の
か
し
ら
。

ラ
ラ：
お
母
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
け

ど
、
そ
の
人
が
私
の
何
か
の
名
簿
を

手
に
入
れ
て
、
そ
れ
を
利
用
し
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
私
の
名
前
や
学
年
、
電
話
番
号

ま
で
分
か
る
は
ず
な
い
も
ん
ね
。

ナ
ナ：

私
も
そ
う
だ
と
思
う
わ
、
そ

う
い
え
ば
…
。

ラ
ラ：

ど
う
し
た
の
、
何
か
心
当
た

り
が
あ
る
の
。

ナ
ナ：

こ
の
前
、
兄
か
ら
私
の
学
校

の
ク
ラ
ス
名
簿
を
貸
し
て
く
れ
っ
て

言
わ
れ
た
の
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
お

兄
さ
ん
が
私
の
兄
と
同
級
生
だ
か
ら

連
絡
を
取
り
た
い
っ
て
言
う
の
で
貸

し
て
あ
げ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
後
大

変
な
こ
と
に
な
っ
た
の
よ
。

確
か
に
、
兄
の
同
級
生
に
は
連
絡

し
た
ら
し
い
け
ど
、
私
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
数
人
に
も
電
話
を
か
け
た
ら
し

い
の
。

ラ
ラ：

そ
れ
は
、
昨
日
私
が
受
け
た

電
話
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
、
ナ
ナ

ち
ゃ
ん
の
お
兄
さ
ん
が
し
た
っ
て
こ

と
な
の
？

ナ
ナ：

そ
う
、
兄
に
は
悪
気
は
な
か

っ
た
み
た
い
だ
け
ど
、
私
か
ら
名
簿

を
借
り
た
と
言
っ
て
電
話
し
た
か

ら
、
学
校
で
友
だ
ち
か
ら
は
「
ど
う

し
て
私
た
ち
の
名
簿
を
お
兄
さ
ん
に

使
わ
せ
る
の
よ
、
こ
の
名
簿
は
私
た

ち
の
ク
ラ
ス
の
連
絡
用
で
し
ょ
！
」

っ
て
強
く
怒
ら
れ
た
わ
。

ラ
ラ：

お
兄
さ
ん
は
気
づ
い
て
い
な

い
だ
ろ
う
け
ど
、
他
人
が
本
人
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
個
人
の
情
報
を
知

っ
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
勝
手
に
自
宅

に
電
話
さ
れ
た
ら
、
誰
で
も
気
分
が

悪
い
し
、
腹
立
た
し
い
わ
よ
ね
。

ナ
ナ：

昨
日
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
に
電
話
し

た
人
だ
っ
て
、
全
然
知
ら
な
い
人
か

ら
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
嫌
な
思

い
を
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

ラ
ラ：

き
っ
と
誰
で
も
嫌
な
思
い
を

す
る
と
思
う
の
。
だ
か
ら
、
む
や
み

に
人
の
こ
と
を
詮
索
す
る
の
は
よ
く

な
い
し
、
ま
た
個
人
の
情
報
を
知
っ

て
も
、「
悪
用
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
の
。

ナ
ナ：

そ
う
ね
、
そ
れ
が
大
事
よ
ね

…
、
あ
っ
、
そ
う
だ
！

ラ
ラ：

ま
た
何
か
思
い
だ
し
た
の
？

ナ
ナ：

私
た
ち
も
学
校
で
よ
く
、
友

だ
ち
の
こ
と
を
詮
索
し
た
り
、
噂
話

に
尾
ひ
れ
を
つ
け
て
面
白
お
か
し
く

話
す
る
で
し
ょ
。
こ
れ
っ
て
、
詮
索

さ
れ
た
り
噂

さ
れ
て
い
る

人
か
ら
見
れ

ば
、
す
ご
く

迷
惑
し
て
い

る
ん
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
思

う
の
。
私
だ
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
さ

れ
た
ら
嫌
だ
も
の
。

ラ
ラ：

電
話
の
話
か
ら
始
ま
っ
た
け

れ
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

も
、
よ
く
似
た
話
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
う
の
。
今
か
ら
気
を
つ
け
よ
う
。

ナ
ナ：

そ
う
ね
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

み
ん
な
が
少
し
で
も
不
愉
快
な
思
い

を
し
な
い
よ
う
な
、
お
互
い
の
存
在

や
違
い
を
認
め
合
え
る
社
会
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
蕁
七
二
―
一
五
一
〇
）
へ
。

七つの色が存在しあうからこそ美しい虹のように
互いの違いを認めあう「共生の社会」をめざして

一
本
の
電
話
か
ら
…



行
政

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
調
査
は
、

固
定
資
産
税
の
課

税
に
必
要
な
も
の

で
す
。
市
役
所
資

産
税
課
の
職
員
が

伺
い
ま
す
の
で
協

力
願
い
ま
す
。
係

員
は
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、

不
審
な
場
合
は
掲
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
同
課
へ
。

病
没
家
庭
等
児
童
に
激
励
金
を
支
給

病
気
な
ど
で
父
や
母
を
亡
く
し
た
義
務
教

育
修
了
前
の
児
童
の
家
庭
へ
、
激
励
慰
問
に

あ
わ
せ
て
激
励
金
（
３
万
円
）
を
支
給
し
ま

す
（
事
実
発
生
後
３
か
月
以
内
に
申
請
し
た

場
合
に
限
る
）。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

市
で
は
、次
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
料
金
は
、所
得
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

短
期
入
所
生
活
援

助
事
業
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
…
保
護
者

が
出
産
、
疾
病
な
ど

の
理
由
で
一
時
的
に

家
庭
で
児
童
を
養
育

で
き
な
い
場
合
、
児

童
福
祉
施
設
で
７
日
間
を
限
度
と
し
て
24
時

間
児
童
を
預
か
り
ま
す
。

夜
間
養
護
事
業
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）

…
父
子
家
庭
な
ど
が
仕
事
な
ど
で
帰
宅
が
恒

常
的
に
夜
間
に
わ
た
り
、
児
童
の
養
育
に
困

難
を
生
じ
て
い
る
場
合
、
児
童
福
祉
施
設
へ

の
通
所
に
よ
り
生
活
指
導
、
夕
食
の
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。
期
間
は
６
か
月
の
範
囲
内

で
、
一
日
４
時
間
を
限
度
と
し
て
午
後
２
時

〜
10
時
に
利
用
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

交
通
遺
児
等
に
激
励
金
を
支
給

県
交
通
遺
児
等
援
護
会
か
ら
、
交
通
災
害

や
自
然
災
害
で
父
や
母
を
亡
く
し
た
18
歳
未

満
の
児
童
の
保
護
者
へ
、
激
励
慰
問
に
あ
わ

せ
て
激
励
金
（
児
童
一
人
に
つ
き
10
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
（
事
実
発
生
後
１
年
以
内
に

申
請
し
た
場
合
に
限
る
）。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

高
年
齢
者
職
業
相
談
の

場
所
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
、
市
役

所
中
央
棟
１
階
に
あ

っ
た
同
相
談
室
が
、

北
棟
２
階
に
変
わ
り

ま
す
。
相
談
時
間
、

電
話
番
号
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
商
工
労
政
課
へ
。

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

募
集
住
宅
…
第
18
号
市
営
住
宅
（
六
条
西

一
丁
目
）
一
般
向
２
戸
、
第
20
号
市
営
住
宅

（
松
陽
台
一
丁
目
）
一
般
向
１
戸
、
第
１
号

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
（
三
条
本
町
１
番
）
一

般
向
37
戸
、
母
子
家
庭
向
７
戸
。
第
18
号
市

営
住
宅
は
高
齢
者
等
の
場
合
は
、
単
身
者
で

あ
っ
て
も
申
込
み
可
　
▼
受
付
…
11
月
８
日

〜
14
日
で
抽
選
は
15
日
。
申
込
書
は
市
役
所

住
宅
課
、
西
部
・
北
部
出
張
所
で
11
月
１
日

〜
14
日
に
配
布

く
わ
し
く
は
市
役
所
住
宅
課
へ
。

全
国
物
価
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

物
価
政
策
や
地
域
経
済
開
発
計
画
な
ど
各

種
の
行
政
施
策
を
立
案
す
る
際
の
重
要
な
資

料
を
得
る
た
め
、
全
国
約
14
万
の
小
売
店
舗

と
約
３
万
の
飲
食
店
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

を
対
象
に
、総
務
省
統
計
局
が
実
施
し
ま
す
。

11
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
県
知
事

に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票

配
布
と
取
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課
へ
。

労
働
者
・
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

最
低
賃
金
の
表
示
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す

県
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
と
、
そ
の
事

業
所
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
臨
時
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
に
適

用
さ
れ
る
奈
良
県
最
低
賃
金
が
、
10
月
１
日

か
ら
日
額
を
廃
止
し
、
時
間
額
の
み
の
表
示
と

な
り
ま
し
た
（
金
額
は
現
行
時
間
額
の
647
円
）。

市役所蕁34-1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1●お知らせ

11
月
15
日
〜
12
月
2
日
は
国
民
健
康
保
険
料
第
6
期
分
の
納
期
で
す
。
保
険
料
は
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な
財
源
で
す
。

奈良しみんだより
2002年11月1日号 14

交
通
遺
児
等
に
激
励
金
を
支
給

全
国
物
価
統
計
調
査
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

病
没
家
庭
等
の
児
童
に

激
励
金
を
支
給

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

高
年
齢
者
職
業
相
談
室
の

場
所
が
変
わ
り
ま
す

一人ひとりが教育について考えてもらおう
と、12月2日を「なら教育の日」に制定し
ます。これを記念して、学校教育と社会教育
への関心を深めてもらおうと開きます。
とき…12月２日豺午後１時半～４時半　蜷

ところ…なら100年会館大ホール（三条宮前
町） 蜷内容…記念式典、市立幼稚園・小・
中学校の代表校による合唱・吹奏楽、文化庁
長官の河合隼雄さんによる記念講演
「教育の大切さ」。手話通訳、要約筆
記、託児あり　蜷定員…500人　蜷申
し込み…往復はがきに住所､氏名､年
齢､電話番号、託児希望者は幼児の氏
名、年齢を書いて､11月15日までに市
役所教育総務課へ。電話またはＥメ
ール（kyouikusoumu@city.nara.nara.jp）
も可。多い場合は抽選。

労
働
者
・
事
業
者
の

み
な
さ
ん
へ

行
　
　
政

家庭・学校･地域が連携して子どもたちを健全育成する
「教育のまち ー 奈良」をめざして

河合隼雄さんプロフィール
1928年兵庫県生まれ。日本人として

始めてユング派の精神分析家の資格を
取得した臨床心理学者。
京都大学教育学博士。
独自の視点から､日本の
文化､社会や日本人の精
神構造の分析を試みる
とともに､教育の分野に
も貢献。奈良市在住。

「なら教育の日」
制定記念式典・講演会



問
い
合
わ
せ
…
奈
良
労
働
局
賃
金
室
（
蕁

三
二
―
〇
二
〇
六
）、
奈
良
労
働
基
準
監
督

署
（
蕁
二
三
―
〇
四
三
五
）
へ
。

労
働
災
害
の
受
診
は
労
災
保
険
で

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
休
業
を
伴
う
労

災
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業
主
が
所
轄
の

労
働
基
準
監
督
署
に「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」

を
提
出
す
る
よ
う
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
こ

の
提
出
が
な
い
場
合
や
虚
偽
の
内
容
を
記
載

し
て
報
告
し
た
場
合
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
労
働
災
害
は
健
康
保
険

で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
奈
良
労
働
局
監
督
課
（
蕁
三

二
―
〇
二
〇
四
）、
奈
良
労
働
基
準
監
督
署

（
蕁
二
三
―
〇
四
三
五
）
へ
。

個
別
労
働
関
係
紛
争
で
困
っ
て
い
る
人
へ

昨
年
10
月
１
日

施
行
の
「
個
別
労

働
関
係
紛
争
の
解

決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ

き
、
無
料
の
解
決

援
助
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導
や
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
相
談
、
学
識
経

験
者
で
構
成
す
る
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る

あ
っ
せ
ん
な
ど
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
同
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
蕁
三

二
―
〇
二
〇
二
）、
奈
良
労
働
基
準
監
督
署

（
蕁
二
三
―
〇
四
三
五
）
へ
。

奈
良
の
四
季
及
び
朝
・
伝
統
行
事

紹
介
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

奈
良
市
内
の
四
季
や
朝
の
美
し
い
風
景
、

伝
統
行
事
を
紹
介
し
よ
う
と
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
11
月
20
日
〜
来
年
１
月
31
日

【
応
募
規
定
】
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
キ
ャ
ビ

ネ
〜
四
つ
切
ま
で
）、
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン
に
限
る

【
そ
の
他
】
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
、
使
用
権
が
第
三
者
に
帰
属
し
て
い
な

い
こ
と
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
発

表
は
来
年
３
月
上
旬
、
入
選
者
の
み
に
通
知

【
賞
】
推
薦
１
点
、
特
選
２
点
、
準
特
選
10

点
、
入
選
20
点
、
特
別
賞
（
な
ら
燈
花
会
の

写
真
限
定
）
８
点

【
申
し
込
み
】
譖
市
観
光
協
会
（
〒
630-

8228
上

三
条
町
二
三
―
四
　
蕁
二
七
―
八
八
六
六
）へ
。

催
し
・
教
室

防
災
セ
ン
タ
ー

応
急
手
当
普
及
講
習

命
を
救
う
応
急
手
当
の
正
し
い
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
13
日
貉
、
24
日
豸
午
後
１
時

〜
４
時
　
▼
定
員
…
各
30
人
　
▼
内
容
…
心

肺
そ
生
法
、
大

出
血
時
の
止
血

法
　
▼
申
し
込

み
…
講
習
日
の

前
日
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
へ
。

ま
た
、
各
種
グ

ル
ー
プ
等
の
要

請
に
応
じ
て
指

導
員
を
派
遣
し
ま
す
の
で
、
問
い
あ
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

体
験
学
習

各
種
災
害
の
学
習
や
擬
似
体
験
（
消
火
・

煙
避
難
・
台
風
・
地
震
）
を
通
じ
て
、
正
し

い
知
識
と
確
か
な
技
術
を
学
べ
ま
す
。

開
館
時
間
…
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

▼
入
館
料
…
無
料
。
団
体
利
用
の
み
要
予
約

▼
休
館
日
…
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）、
祝
日
。

お知らせ●西部出張所蕁44-1001 東部出張所蕁93-0001 北部出張所蕁71-1017

11
月
18
日
は
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日
で
す
。

奈良しみんだより
2002年11月1日号15

奈
良
の
四
季
、
朝
、
伝
統
行
事

紹
介
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

催
し
・
教
室

防
災
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8145
八
条
五
丁
目
四
〇
四
ー
一

蕁
三
五
ー
一
一
〇
六

人
権
・
同
和
問
題
の
解
消
と
人
権
の
確
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー

マ
を
決
め
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

人
権
・
同
和
問
題
の
解
消
に
向
け
て

人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
で
人
権
フ
ェ
ス
タ
・
文
化
祭

【
問
い
合
わ
せ
】
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
開
催
期
間
中
は
、
各
セ
ン
タ
ー
と
も
パ
ネ
ル
・
作
品
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程

メ
ー
ン
テ
ー
マ

主

な

内

容

創
り
だ
そ
う
、
未
来
に
む
か
っ
て

―
ひ
ろ
げ
よ
う
　
交
流
の
輪
―

2
日
…
学
習
発
表
、
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

蕁
二
七
―
三
〇
一
九

佐保
11/１貊
・２貍

育
も
う
　
人
権
文
化
　
か
お
る
ま
ち

10
日
…
模
擬
店
、
中
学
校
人
権
劇
、
大
根
朝
市

蕁
二
三
―
四
三
五
六

西之阪
11/10豸
・11豺

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！

―
育
て
よ
う
、
広
げ
よ
う

交
流
と
つ
な
が
り
の
輪
―

8
日
…
模
擬
店
、
人
権
ビ
デ
オ
上
映

9
日
…
模
擬
店
、
子
ど
も
わ
く
わ
く
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も

み
こ
し
、
学
習
発
表

蕁
六
一
―
二
〇
〇
九

八条
11/８貊
・９貍

地
域
交
流
を
通
し
、

人
権
と
福
祉
の
輪
を
広
げ
よ
う

10
日
…
模
擬
店
、
幸
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

11
日
…
健
康
を
考
え
る
つ
ど
い
、
も
ち
つ
き
大
会

12
日
…
人
権
劇
発
表
会

蕁
六
一
―
二
〇
二
九

杏中
11/10豸
～12貂

人
権
の
21
世
紀
を
む
か
え
て

―
障
が
い
者
の
人
権
―

9
日
…
模
擬
店
、
小
・
中
学
生
学
習
発
表
会
、
飛
鳥
中
学

校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
人
権
啓
発
映
画
会

10
日
…
子
ど
も
祭
り
、
交
通
警
察
官
腹
話
術

蕁
二
三
―
三
四
四
八

梅園
11/９貍
・10豸

人
権
・
福
祉
・
共
生

―
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
共
に
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
―

17
日
…
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
人
形
劇

18
日
…
ぜ
ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー
、
人
権
劇
、
模
擬
店

蕁
六
一
―
二
〇
一
六

杏南
11/17豸
・18豺

人
権
と
福
祉
の
町
づ
く
り

―
一
人
ひ
と
り
の
出
会
い
を
大
切
に
し

仲
間
の
輪
を
広
げ
よ
う
―

23
日
…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
手
づ
く
り
工
房
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

24
日
…
模
擬
店
、
文
化
の
祭

蕁
六
一
―
一
〇
四
〇

横井
11/23貍
～25豺

守
ろ
う
人
権
・
咲
か
そ
う
文
化
、

地
域
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

9
日
…
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
お
も
て
な
し

10
日
…
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
お
も
て
な
し
、
活

動
発
表

11
日
…
か
ら
だ
元
気

蕁
二
二
―
七
七
七
六

東之阪

11/９貍～11豺

共
に
生
き
る
社
会
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を

み
ん
な
で
進
め
よ
う

15
日
…
人
形
劇
、
香
り
づ
く
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
ネ
マ

16
日
…
福
祉
市
、
ミ
ニ
動
物
園
、
除
幕
式
、
ふ
る
ま
い
、
花

市
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ー
ト
「
ひ
び
け
沖
縄
の
心
」

17
日
…
美
知
ロ
マ
ン
、
お
地
蔵
さ
ん
め
ぐ
り
、
模
擬
店
、

ビ
ー
ズ
教
室

蕁
六
一
―
二
二
三
六

古市

11/15貊～17豸



お
ん
祭
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

漓
「
お
ん
祭
へ
の
招
待
」

と
き
…
11
月

30
日
貍
午
後
１
時
　
▼
と
こ
ろ
…
春
日
大
社

景
雲
殿
　
▼
定
員
…
100
人
　
▼
内
容
…
講
演

会
「
お
ん
祭
の
お
渡
り
行
列
に
つ
い
て
」

▼
締
め
切
り
…
11
月
20
日
必
着

滷
子
供
大
名
行
列
参
加
者
募
集

と
き
…

12
月
17
日
貂
。
練
習
あ
り
　
▼
定
員
…
身
長

130
袍
以
上
の
小
学
４
年
生
以
上
60
人
　
▼
参

加
料
…
４
千
円

▼
締
め
切
り
…
11

月
10
日

澆
お
渡
り
式
参

加
者
募
集

と
き

…
12
月
17
日
貂

▼
定
員
…
健
康
な

18
歳
以
上
30
人

▼
参
加
料
…
３
千

円
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
15
日

潺
お
稚
児
さ
ん
募
集

と
き
…
12
月
17
日

貂
正
午
〜
午
後
２
時
半
　
▼
対
象
…
３
歳
〜

小
学
３
年
生
　
▼
参
加
料
…
５
千
円
　
▼
締

め
切
り
…
12
月
６
日

【
申
し
込
み
】
漓
は
往
復
は
が
き
に
、
滷
澆

は
官
製
は
が
き
に
そ
れ
ぞ
れ
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
書
い
て
、

潺
は
市
観
光
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
参
加
料
を
添
え
、
各

締
め
切
り
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒
630-

8228
上
三
条
町
二
三
―
四
　
蕁
二
二
―
三
九
〇

〇
）
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

世
界
遺
産
講
座
「
春
日
大
社
講
座
」

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
各
社
寺
の
協
力

で
開
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
８
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
…
な
ら
奈
良
館
（
近
鉄
奈
良
駅
ビ

ル
４
・
５
階
）

▼
講
師
･
演
題
…
春
日
大

社
権
宮
司
岡
本
彰
夫
さ
ん
・
お
ん
祭
の
お
渡

り
　
▼
定
員
…
100
人
　
▼
参
加
料
…
同
館
入

館
料
と
し
て
240
円
（
団
体
料
金
一
般
扱
い
）

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
講
座
名
「
春

日
大
社
講
座
」、
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
24
日
必
着

で
市
世
界
遺
産
室
（
〒
630-

8215
東
向
中
町
二

八
近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
な
ら
奈
良
館
内
　
蕁
二

二
―
七
〇
七
〇
）
へ
。
１
枚
に
二
人
ま
で
可
。

多
い
場
合
は
抽
選
。
来
場
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

東
之
阪
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
之
阪
人
権
・
文

化
フ
ェ
ス
タ
の
一
環

と
し
て
、
児
童
館
活

動
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と

開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
９
日

貍
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
東

之
阪
児
童
館
（
川
上
町
）

▼
内
容
…
劇

団
飛
行
船
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
館
（
蕁
二

七
―
八
二
六
三
）
へ
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ダ
ン
ス
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
　

一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
ン
ポ

ッ
プ
ス
を
バ
ン
ド
演
奏
し
ま
す
。

と
き
…
12
月
７
日
貍
午
後
６
時
〜
８
時

▼
定
員
…
今
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上

の
障
が
い
者
と
健
常
者
150
人（
介
護
者
含
む
）

▼
申
し
込
み
…
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
用
紙

か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
（
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
）番
号
、

障
が
い
の
有
無
・

種
別
・
等
級
を
書

い
て
、
11
月
20
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

視
覚
障
が
い
者
の
み
電
話
申
し
込
み
可
。
参

加
者
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
（
整
理
券
）
を
発
行
。

セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
み
ど
り
号
（
東
・
西
）

を
午
後
８
時
20
分
に
臨
時
運
行
し
ま
す
。

東
老
春
の
家

生
き
が
い
講
座
　
と
き
…
11
月
23
日
豢
午

後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
講
師
・
演
題
…
養
蜂

家
の
鳥
居
雅
延
さ
ん
・
大
自
然
に
学
ぶ
わ
が

蜜
蜂
人
生
　
▼
対
象
…
60
歳
以
上
と
そ
の
家

族
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。当
日
直
接
会
場
へ
。

手
芸
講
習
会
　
と
き
…
12
月
３
日
貂
〜
５

日
貅
午
後
１
時
〜
３
時
。
３
回
　
▼
定
員
…

全
日
受
講
で
き
る
60
歳
以
上
35
人
。
初
心
者

手
芸
教
室
受
講
者
を
優
先
　
▼
内
容
…
来
年

の
干
支
（
未
）
の
木
目
込
み
人
形
製
作
　
▼

講
師
…
広
岡
紀
子
さ
ん
　
▼
材
料
費
…
大
サ

イ
ズ
５
千
800
円
、
小
サ
イ
ズ
２
千
100
円
　
▼

申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
希
望

サ
イ
ズ
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
15
日
必
着

で
同
所
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

年
忘
れ
か
く
し
芸
大
会
出
演
者
募
集

楽
器
演
奏
、
手
品
、
仮
装
、
漫
談
、
舞
踊
、

民
謡
、
詩
吟
、
民
舞
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
も
し
ろ
く
楽
し
い

芸
を
歓
迎
し
ま
す
。

と
き
…
12
月
８
日

豸
午
前
９
時
半
〜
午

後
３
時
　
▼
定
員
…

60
歳
以
上
60
組
。
１
組
一
回
、
持
ち
時
間
３

分
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
種
目
、

演
題
、
出
演
人
数
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

11
月
20
日
必
着
で
同
所
へ
。
多
い
場
合
は
種

目
ご
と
に
抽
選
。
当
日
飛
び
入
り
出
演
は
で

き
ま
せ
ん
。

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
母
と
子
の
家
」

母
子
家
庭
親
子
・
寡
婦
の
「
ち
ぎ
り
絵
講

習
会
」

と
き
…
11
月
24
日
豸
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
　
▼
定
員
…
母
子
家
庭
の
母
と
子

（
小
〜
高
校
生
）
や
寡
婦
30
人
。
中
・
高
校

生
、
母
の
み
の
参
加
可
　
▼
内
容
…
色
紙
に

来
年
の
干
支
「
ひ
つ
じ
」
を
作
成
　
▼
材
料

費
…
お
と
な
500
円
、
子
ど
も
300
円
　
▼
持
ち

物
…
ハ
サ
ミ
、
の
り
、
手
拭
き
、
袋
な
ど

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
講
習
名
、
住

所
、
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
11
月
15
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
　
と
き
…

11
月
16
日
貍
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
半
　
▼
内

容
…
ふ
れ
あ
い
作
文
、

ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
と
展

示
。
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
　
▼

申
し
込
み
…
不
要
。
当

日
直
接
会
場
へ

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

と
き
…
11
月
20
日
・
27
日
、
12
月
４
日
の
水

曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
３
回
　
▼
内

容
…
精
神
障
が
い
に
つ
い
て
の
講
話
　
▼
定

市役所蕁34-1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1●お知らせ

11
月
6
日
〜
12
日
は
年
金
週
間
で
す
。
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…
年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
。

奈良しみんだより
2002年11月1日号 16

世
界
遺
産
講
座

「
春
日
大
社
講
座
」

お
ん
祭
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

東
之
阪

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
ー
一

蕁
七
一
ー
〇
七
七
〇

薨
七
一
ー
〇
七
七
三

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8325
西
木
辻
町
一
五
九
ー
二
四

蕁
六
一
ー
二
五
五
二

東
老
春
の
家

〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二
ー
一

蕁
二
四
ー
三
一
五
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二
ー
一

蕁
二
六
ー
二
二
七
〇



員
…
40
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を

書
い
て
、11
月
13
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

奈
良
市
杉
岡
華
邨
書
道
美
術
館

書
道
文
化
講
座

「
故
平
田
華
邑
先
生
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
」

現
在
開
催
中
の
「
奈
良
県
代
表
作
家
展
」

に
合
わ
せ
て
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
23
日
豢
午
後
２
時
　
▼
講
師

…
青
丹
会
会
長
の
松
塚
玲
糸
さ
ん
　
▼
参
加

料
…
観
覧
料
と
し
て
300
円
　
▼
申
し
込
み
…

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、11
月
９
日
必
着
で
同
館
へ
。

Ｅ
メ
ー
ル
（shodou@

m
3.kcn.ne.jp

）
も
可
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

な
ら
チ
ェ
ン
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

定
期
演
奏
会

新
春
の
セ
レ
ナ
ー
ド

と
き
…
来
年
１
月

12
日
豸
午
後
３
時
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
一
〇

〇
年
会
館
中
ホ
ー
ル
（
三
条
宮
前
町
）

▼

曲
目
…
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
＝
協
奏
曲
集
〈
四

季
〉
作
品
８
第
１
番
ホ
長
調
〈
春
〉、
ヴ
ィ

レ
ン
＝
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
ド
作
品
11
、
Ｒ.

シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
＝
歌
劇
〈
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
〉
作

品
85
序
奏
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
＝
弦
楽
セ

レ
ナ
ー
ド
ハ
長
調
作
品
48

▼
出
演
…
指
揮

者
＝
今
村
能
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
＝
五

十
嵐
由
紀
子
・
岩

谷
悠
子
、
ヴ
ィ
オ

ラ
＝
植
田
延
江
、

チ
ェ
ロ
＝
斎
藤
建

寛
、
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
＝
増
田
友
男
、

チ
ェ
ン
バ
ロ=

河

野
ま
り
子
ほ
か

▼
入
場
料
…
千
円
（
全
席
自
由
）。
奈
良
市

の
老
春
手
帳
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
は
無
料
券
を
発
券
　
▼
入
場
券
…
11
月
７

日
か
ら
市
役
所
文
化
振
興
課
、北
部
出
張
所
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
な
ら
一
〇
〇
年

会
館
、
学
園
前
ホ
ー
ル
、
史
跡
文
化
セ
ン
タ

ー
、
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
で
発
売
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
文
化
振
興
課
へ
。

デ
ッ
サ
ン
能

能
楽
を
気
軽
に
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う
と
、

譛
な
ら
ま
ち
振
興
財
団
が
開
き
ま
す
。
観
客

の
目
の
前
で
紋
付
き
袴
で
面
を
付
け
、
短
い

時
間
で
演
じ
る
デ
ッ
サ
ン
能
の
鑑
賞
や
、
演

者
に
よ
る
解
説
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

と
き
…
12
月
１
日
豸
午
前
の
部
＝
10
時
、

午
後
の
部
＝
１
時
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち

格
子
の
家
（
元
興
寺
町
）

▼
内
容
…
篠
笛

「
青
葉
の
笛
」
笛
奏
者
阿
部
慶
子
さ
ん
、
六

代
目
楽
匠
山
田
英
明
さ
ん
、
デ
ッ
サ
ン
能

「
定
家
」
金
剛
流
シ
テ
方
植
田
恭
三
さ
ん

▼
定
員
…
各
40
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
午
前
・

午
後
の
別
を
書
い
て
、
11
月
20
日
必
着
で
同

財
団
（
〒
630-

8317
井
上
町
十
一
　
蕁
二
七
―

一
八
二
〇
）
へ
。
１
枚
に
一
人
限
り
。
多
い

場
合
は
抽
選
。

週
末
は
「
な
ら
ま
ち

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
へ

譛
な
ら
ま
ち
振
興
財
団
と
市
音
楽
協
会
が

開
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
14
日
貍
午
後
６
時
半
〜
８
時

半
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
（
東

寺
林
町
）

▼
定
員
…
小
学
生
以
上
300
人

▼
内
容
…
市
音
楽
協
会
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン

サ
ー
ト
。
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
、

女
声
合
唱
、
マ
リ
ン
バ
・

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
独

奏
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
30
日
必
着
で
な

ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
（
〒
630-

8362
東
寺
林
町
三

八
　
蕁
二
七
―
一
一
五
一
）
へ
。
１
枚
に
二

人
ま
で
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館

お
茶
席
　
と
き
…
11
月
10
日
豸
午
前
10
時

半
〜
午
後
３
時
半
　
▼
定
員
…
先
着
100
人

▼
お
茶
券
…
300
円
。

お知らせ●西部出張所蕁44-1001 東部出張所蕁93-0001 北部出張所蕁71-1017
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名
勝
大
乗
院
庭
園
文
化
館

〒
630-

8301
高
畑
町
一
〇
八
三
ー
一

蕁
二
四
ー
〇
八
〇
八

週
末
は
な
ら
ま
ち

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
へ

な
ら
チ
ェ
ン
バ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
定
期
演
奏
会

デ
ッ
サ
ン
能

杉
岡
華
邨
書
道
美
術
館

〒
630-

8337
脇
戸
町
三
　

蕁
二
四
ー
四
一
一
一

食事と音楽は、古来欠かせぬ関係です。グルメなあなたに
おすすめの音楽メニューを紹介します。
とき…12月１日豸午後２時　蜷ところ…同館中ホール　蜷講

師…音楽評論家の日下部吉彦さん　蜷演奏
…奈良フィルハーモニー管弦楽団メンバー
蜷主な曲目…テレマン＝「食卓の音楽」よ
り、チャイコフスキー＝「くるみ割り人形」
より、ほか　蜷入場料…1,200円。全席自
由　蜷入場券…同館、史跡文化センター、
ならまちセンター、学園前ホール、北部出
張所、市民サービスコーナー、ローソンチ
ケットで発売中。

同館窓口のチケット販売時間を延長します
11月1日から、同館主催のイベントを開催している日と、

終演時間が午後5時を越える主なイベントを開催している日
は、公演終了まで窓口販売を行います。

シンガーとして25周年を迎え、数々
のヒット曲の作曲家としても知られる
同氏の音楽を楽しんでください。
とき…12月18日貉午後７時　蜷とこ

ろ…同館中ホール　蜷入場料…5,500
円。全席指定　蜷入場券…同館、チケ
ットぴあ、ローソンチケットで発売中
蜷問い合わせ…サウンドクリエーター
（蕁０６―６３５７―４４００）へ。

なならら110000年年会会館館催催しし案案内内

予約電話番号…同館予約専用（蕁３４―０１１１）、チケットぴ
あ（蕁０６―６３６３―９９９９）、ローソンチケット（蕁０５７
０―００―０４０５） 蜷問い合わせ…同館（三条宮前町　蕁３４
―０１００・http://www.nara100.com）へ。

日下部吉彦さん

来生たかお アコースティックコンサート
― Day  by  day ―

ナマ演奏で楽しむ
レクチャー・コンサート「グルメと音楽」



な
ら
工
藝
館

工
芸
教
室

各
分
野
を
代
表
す
る
工
芸
作
家
を
講
師
に

迎
え
、基
礎
的
な
技
術
・
技
法
を
学
び
ま
す
。

ロ
ウ
ケ
ツ
染

と
き
…
12
月
11
日
〜
来
年

３
月
12
日
の
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
。

12
回
　
▼
内
容
…
ス

カ
ー
フ
、
風
呂
敷
な

ど
の
制
作
　
▼
受
講

料
…
１
万
９
千
200
円

デ
ッ
サ
ン
　
と
き

…
12
月
19
日
、
来
年

１
月
９
日
・
23
日
、
２
月
６
日
・
20
日
、
３

月
13
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
。
６
回

▼
内
容
…
デ
ッ
サ
ン
を
通
し
て
立
体
の
と
ら

え
方
を
学
ぶ
　
▼
受
講
料
…
４
千
800
円

織
物

と
き
…
12
月
13
日
〜
来
年
３
月
14

日
の
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
。
12
回

▼
内
容
…
奈
良
晒
の
制
作
　
▼
受
講
料
…
１

万
９
千
200
円

古
楽
面

と
き
…
12
月
14
日
〜
来
年
３
月

15
日
の
原
則
と
し
て
土
曜
日
午
後
１
時
〜
５

時
。
12
回
　
▼
内
容
…
石
膏
を
用
い
た
伎
芸

天
等
の
神
仏
面
の
制
作
　
▼
受
講
料
…
１
万

９
千
200
円

木
工

と
き
…
12
月
15
日
、
来
年
１
月
12

日
・
26
日
、
２
月
９
日
・
23
日
、
３
月
９
日

の
日
曜
日
午
後
１
時
〜
５
時
。
６
回
　
▼
内

容
…
木
組
み
の
小
箱
の
制
作
　
▼
受
講
料
…

９
千
600
円

【
定
員
】
各
10
人

【
そ
の
他
】
受
講
料
の
ほ
か
に
材
料
費
が
実

費
で
必
要

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
教
室
名
を
書
い
て
、
11

月
17
日
必
着
で
同
館
へ
。
一
人
１
枚
限
り
。

直
接
来
館
す
る
場
合
は
１
教
室
に
一
人
１
枚

の
返
信
用
は
が
き
が
必
要
。
電
話
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
は
不
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

顧
客
管
理
と
Ｄ
Ｍ
作
成

タ
ッ
ク
シ
ー
ル
、
往
復
は
が
き
の
印
刷
や

宛
先
の
名
簿
管
理
の
仕
方
と
案
内
状
な
ど
の

文
面
を
見
栄
え
よ
く
作
成
す
る
方
法
な
ど
を

学
び
ま
す
。

と
き
…
12
月
２
日
豺
・
３
日
貂
漓
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
（
コ
ー
ス
番
号
Ｐ
31
）
滷
午

後
２
時
〜
５
時
（
コ
ー
ス
番
号
Ｐ
32
）

▼

定
員
…
各
20
人
　
▼
受
講
料
…
２
千
650
円

（
教
材
費
を
含
む
）

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
画
像
加
工

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
作
る
上
で
必
要
な
画
像

デ
ー
タ
の
加
工
方
法
を
学
び
ま
す
。

と
き
…
12
月
６
日
貊
午
後
１
時
〜
５
時

（
コ
ー
ス
番
号
Ｓ
31
）

▼
定
員
…
20
人

▼
受
講
料
…
２
千
995
円
（
教
材
費
を
含
む
）

財
務
会
計
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
と
経
理
セ

ミ
ナ
ー

経
理
の
事
務
作
業

を
効
率
化
す
る
た
め

に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
に
よ
る
事
務
作
業

の
改
善
と
、
機
器
の

導
入
、
勘
定
科
目
の

設
定
、
期
中
の
仕
訳
・
決
算
の
仕
訳
な
ど
経

理
の
仕
事
と
簿
記
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
…
12
月
13
日
貊
午
後
１
時
〜
５
時

（
コ
ー
ス
番
号
Ａ
21
）

▼
定
員
…
20
人

▼
受
講
料
…
千
800
円
（
教
材
費
を
含
む
）

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
習
名
、
コ

ー
ス
番
号
、
開
催
月
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
い
ず
れ
も
11
月
15
日

必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
１
枚
に
一
人
１
講

習
限
り
。
同
一
講
習
で
の
複
数
応
募
は
で
き

ま
せ
ん
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
抽
選
日
変
更

来
年
１
月
分
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
抽
選
会

は
、
11
月
30
日
貍
午
後
２
時
に
行
い
ま
す
。

済
美
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

京
終
文
化
祭
　
と
き
…
11
月
９
日
貍
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
、
10
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
▼
内
容
…
展
示
会
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
な
ど
の
販
売
。

関
西
本
線
沿
線
探
訪
ツ
ア
ー

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
の
沿
線
14
市
町
村
か
ら
な

る
「
関
西
本
線
奈
良
亀
山
間
複
線
電
化
促
進

同
盟
会
」
が
開
き
ま
す
。

と
き
・
コ
ー
ス
…
11
月
24
日
豸
午
前
10
時

木
津
地
方
振
興
局
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
徒
歩
５
分
）

集
合
、
き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
〜
興
福
寺

〜
な
ら
ま
ち
、
午
後
３
時
半
ご
ろ
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅

前
解
散
。
雨
天
決
行
　
▼
定
員
…
200
人
。
小
学

市役所蕁34-1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1●お知らせ
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奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8217
橋
本
町
三
ー
一

蕁
二
七
ー
九
四
〇
〇

薨
二
七
ー
九
四
〇
一

な
ら
工
藝
館

〒
630-

8346
阿
字
万
字
町
一
ー
一
　

蕁
二
七
ー
〇
〇
三
三

関
西
本
線
沿
線
探
訪
ツ
ア
ー

済
美
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

〒
630-
8141
南
京
終
町
二
〇
一
ー
一
二

蕁
二
四
ー
五
八
九
九

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
奈
良
）

〒
630-

8106
佐
保
台
西
町
一
一
五
　
蕁
七
一
ー
二
四
四
四

「勤労感謝の日」に施設を開放し、
各種事業を行います。
◎申し込み不要の事業
青空市（衣類、雑貨など・午前10時半～午後２時）、 人形劇（午後１時～

３時20分）、綿菓子（漓午前11時滷午後１時）、あめつかみ取り（漓午前10時～
10時半滷午後零時半～１時）、作品展示（陶芸、絵画、書道、華道、フラワー
アレンジ）、トレーニングルームなどの無料開放

◎要申し込みの事業
陶芸体験　時間…午後１時半～４時　蜷内容…長

皿線彫り　蜷定員…16人　蜷材料費…370円
抹茶接待 時間…午前11時～正午　蜷定員…30人
インターネット体験　時間…漓午前10時～11時半

滷午後１時～２時半　蜷定員…各15人
【申し込み】往復はがきにコース名、時間、住所、
氏名、電話番号、勤務先、インターネット体験は漓
滷の別を書いて、11月10日までに勤労者総合福祉セ
ンター（〒630-8106佐保台西町１１５　蕁７１―２
４４４）へ。１枚に１人限り。多い場合は抽選。

Ｊ
Ｒ
平
城
山
駅 

国
道
24
号
線 

至  京都 

奈良市内 

環境清美 
センター 

総合福祉 
センター 

至  

押
熊
・
学
園
前 

至  

奈
良
阪
・
青
山 

人権啓発 
センター 

勤労者 
総合福祉 
センター 

外環状線（ならやま大通り） 

〈とき〉
11月23日豢午前10時～午後４時

ササササンンンン・・・・アアアアククククテテテティィィィブブブブ奈奈奈奈良良良良
感感感感謝謝謝謝ＤＤＤＤＡＡＡＡＹＹＹＹ2222000000002222



生
以
下
は
保
護
者
同
伴
　
▼
持
ち
物
…
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
な
ど
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が

き
に
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
11
月
15
日
ま
で
に
上
野
市
役
所
企

画
調
整
課
（
〒
518-

8501
三
重
県
上
野
市
丸
之
内

一
一
六
　
蕁
〇
五
九
五
―
二
一
―
四
一
一
一
）

へ
。
１
枚
に
５
人
ま
で
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

音
声
館

良
弁
僧
正
開
山
忌
記
念
公
演
創
作
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
二
月
堂
良
弁

杉
」

と
き
…
12
月
８

日
豸
午
後
１
時
半
　
▼

定
員
…
90
人
　
▼
申
し

込
み
…
往
復
は
が
き
に

催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
11
月
20
日
必
着

で
同
館
へ
。
１
枚
に
一

人
限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

11

月11

日
〜17

日
は
税
を
知
る
週
間

税
の
広
場
（
税
金
展
）

と
き
…
11
月
14

日
貅
・
15
日
貊
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
▼

と
こ
ろ
…
パ
ラ
デ
ィ
学
園
前
（
学
園
北
一
丁

目
）

▼
内
容
…
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
ポ

ス
タ
ー
展
示
、
税
金
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
無

料
税
務
相
談
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
奈
良
税
務

署
（
蕁
二
六
―
一
二
〇
一
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
（
法
蓮
町
）

と
き

…
11
月
24
日
豸
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
　
▼
種

目
…
陸
上
競
技

（
投
て
き
は
な
し
）

▼
そ
の
他
…
運
動

靴
を
必
ず
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
学

校
の
ク
ラ
ブ
活
動

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
　
▼
問
い
合
わ
せ
…

中
央
体
育
館
（
蕁
二
四
―
一
五
○
一
）
へ
。

西
部
生
涯
ス
ポ
－
ツ
セ
ン
タ
－

屋
内
温
水
プ
－
ル

〈
水
泳
教
室
〉

123456789101112131415161718192021

受
講
料
…
月
・
木
・
金
曜
日
コ
ー
ス
１
万

２
千
600
円
。
火
曜
日
コ
ー
ス
１
万
１
千
340
円

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
園
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

部
と
コ
ー
ス
名
（
第
２
希
望
ま
で
記
入
）
を

書
い
て
、
11
月
14
日
ま
で
に
同
プ
ー
ル
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。
受
講
の
際
に
健
康
診
断

書
を
提
出
の
こ
と
。

小
・
中
学
生
を
対
象
に

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

市
ス
キ
ー
協
会
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
来
年
１
月
３
日
貊
〜
６
日
豺

▼

と
こ
ろ
…
ハ
チ
伏
高
原
ス
キ
ー
場
　
▼
定
員

…
小
学
３
年
〜
中
学
生
80
人
　
▼
参
加
料
…

４
万
２
千
円
。
貸
ス
キ
ー
、
リ
フ
ト
代
は
別

途
必
要
　
▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
性
別
、

電
話
番
号
、
保
護
者

名
（
捺
印
）
を
書
い

て
、
11
月
20
日
必
着

で
同
協
会
の
峯
崎
れ
い
子
さ
ん
（
〒
630-

8144

東
九
条
町
一
一
七
五
―
六
）
へ
。
多
い
場
合

は
抽
選
　
▼
そ
の
他
…
参
加
者
決
定
後
、
説

明
会
を
開
き
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
は
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
募
集
　
▼
問
い
合
わ

せ
…
同
協
会
の
中
谷
さ
ん
（
蕁
〇
七
四
三
―

五
六
―
四
八
四
五
）
へ
。

お知らせ●西部出張所蕁44-1001 東部出張所蕁93-0001 北部出張所蕁71-1017

11
月
4
日
の
振
替
休
日
も
、
ご
み
・
再
生
資
源
の
収
集
は
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

奈良しみんだより
2002年11月1日号19

部小学生

小学生
各コース30人
在学も可

午後５時～６時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

園児・小学生 園　児 成　人

時間

定員

期間

○月曜日コース…来年１月６日～３月17日
（１月13日を除く） 10回

○火曜日コース…来年１月７日～３月18日
（１月14日、２月11日を除く） ９回

○木曜日コース…来年１月９日～３月13日　　　10回
○金曜日コース…来年１月10日～３月14日　　　10回

コース

４・５歳園児と
小学生各コース30人
在学・在園も可

午後４時～５時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

４・５歳園児
各コース30人
在園も可

午後３時～４時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

18歳以上の人
各コース30人
在勤・在学も可

午後１時～２時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

小
・
中
学
生
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
知
る
週
間

ス
ポ
ー
ツ

音
声
館

〒
630-

8335
鳴
川
町
三
二
ー
一

蕁
二
七
ー
七
七
〇
〇
　
薨
二
七
ー
七
七
三
二

【問い合わせ】家庭ごみの収集は市環境清美第一事務所（蕁７１―３０１２）、再生
資源の収集は市リサイクル推進課（蕁７１―９９００）へ。

【大型ごみ収集】12月は申し込みが集中し、年内に収集できない場合があります。
年内の収集を希望する場合は、早めに申し込んでください。
専用電話…蕁７１―９０１１　蜷受付時間…月～金曜日の午前８時～午後３時

（祝日にあたる日も受付）。休日明けや午前中は申し込みが集中し、電話がつなが
りにくくなります。曜日や時間をずらすなどの協力をお願いします。

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
内
温
水
プ
ー
ル

〒
631-

0052
中
町
四
八
六
○

蕁
五
一
ー
一
五
二
一

〈11月の燃やせないごみ収集日〉
◆燃やせるごみが火・金曜日の収集地域は14日貅に燃
やせないごみを収集します。
◆燃やせるごみが月・木曜日の収集地域は15日貊に燃
やせないごみを収集します。
※収集カレンダーで収集日を確認してください。なお、
この日は燃やせるごみの収集も行っているため、通常
より収集に時間がかかります。理解と協力をお願いし
ます。なお、譁市清美公社の収集地域は、公社の収集
カレンダーで確認してください。

～ ごみを出す際は次のことを守ってください ～
漓ごみは収集日当日の午前7時半（再生資源は8時半）までに出してください。
滷ヘアースプレー缶やカートリッジ式ガスボンベを出す際に、穴を開けずに燃や
せないごみとして出したため、収集車の火災が多発しています。これらのものは、
必ず使い切ってから穴を開けて、「再生資源」として出してください（ガス抜き器
についての問い合わせは、市企画総務課・蕁71―3001へ）。



公
民
館

1234567

南
部
公
民
館

島
崎
藤
村
　
文
学
の
世
界
〜
作
品
を
読
む
〜

小
説
家
で
あ
り
詩
人
で
も
あ
る
島
崎
藤
村

の
代
表
的
作
品
を
学
び
ま
す
。

123456789

時
間
は
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

講
師
…
藤
村
記
念
館
館
長
の
鈴
木
昭
一
さ

ん
　
▼
定
員
…
成
人
60
人
　
▼
締
め
切
り
…

11
月
15
日
。

伏
見
公
民
館

開
館
20
周
年
記
念
「
伏
見
の
里
秋
ま
つ
り
」

歴
史
あ
る

「
ふ
し
み
の
里
」

の
人
々
が
、
自

ら
学
ん
で
得
た

技
術
・
技
能
を

発
表
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
９
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、
10
日
豸
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
　
▼

内
容
…
自
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
、
展
示

会
、
模
擬
店
（
綿
菓
子
・
た
こ
焼
き
な
ど
）、

キ
ー
ボ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
こ
ん
ぺ
い
と

う
」
に
よ
る
特
別
演
奏
会
（
10
日
）

果
樹
せ
ん
定
講
習
会

お
い
し
い
果
実
の
作
り
方
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
市
果
樹
園
芸
組
合
、
市
農
協
果
樹

専
門
部
会
、
県
北
部
農
林
振
興
事
務
所
と
共

催
で
開
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
４
日
貉
午
前
の
部=

９
時
半

〜
11
時
半
、
午
後
の
部=

１
時
半
〜
３
時
半
。

申
し
込
み
時
に
希
望
の
部
（
午
前
･
午
後
・

ど
ち
ら
で
も
よ
い
）
を
記
入
　
▼
樹
種
…
ブ

ド
ウ
、
キ
ウ
イ
、
カ
キ
、

ウ
メ
な
ど
　
▼
講
師
…

同
事
務
所
の
萩
原
敏
弘

さ
ん
　
▼
定
員
…
成
人

70
人
　
▼
締
め
切
り
…

11
月
17
日
。

平
城
東
公
民
館

公
民
館
ま
つ
り

同
館
で
活
動
す

る
自
主
グ
ル
ー
プ

の
学
習
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
も
ち

つ
き
大
会
、
山
野

草
の
寄
せ
植
え
体

験
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

記
念
講
演
　
と
き
…
11
月
16
日
貍
午
前
10

時
半
〜
11
時
半
　
▼
講
師
・
テ
ー
マ
…
譛
文

楽
協
会
太
夫
の
豊
竹
呂
勢
大
夫
と
三
味
線
の

竹
澤
宗
助
さ
ん
・
義
太
夫
節
の
実
演
と
解
説

市
長
講
話
　
と
き
…
11
月
16
日
貍
午
後
１

時
半
〜
２
時
半

学
習
発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
と
き
…
11

月
16
日
貍
午
後
２
時
半
〜
５
時
、
17
日
豸
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
　
▼
内
容
…
自
主
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
発
表
、
展
示
、
料
理
バ
ザ
ー
、

自
由
参
加
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交

歓
会
」

と
き
…
11
月
８
日
貊
午
前
９
時
〜

正
午
　
▼
と
こ
ろ
…
平
城
第
二
球
技
場
（
朱

雀
二
丁
目
）

【
申
し
込
み
】
い
ず
れ
も
不
要
。
当
日
直
接

会
場
へ
。
な
お
、
車
で
の
来
館
は
遠
慮
し
て

く
だ
さ
い
。

若
草
公
民
館

文
化
祭

同
館
で
活
動
中
の
自
主
グ
ル
ー
プ
の
日
ご

ろ
の
成
果
を
発
表
す
る
、
２
年
に
１
度
の
お

祭
り
で
す
。

と
き
…
11
月
16
日
貍
午
前
９
時
半
〜
午
後

４
時
、
17
日
豸
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

▼
内
容
…
作
品
展
示
、
学
習
発
表
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
、「
イ
ザ
ベ
ラ
・
ア
・
カ
ペ
ラ
」

コ
ン
サ
ー
ト
。
来
場
は
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所蕁34-1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1●お知らせ

奈良しみんだより
2002年11月1日号 20

と
き

テ
ー
マ

12/４
貉

長
編
小
説
「
春
」
を
読
む

12/18
貉

長
編
小
説
「
家
」
を
読
む

来年
１/15
貉

短
編
小
説

「
あ
る
女
の
生
涯
」
を
読
む

来年
１/29
貉

長
編
小
説
「
夜
明
け
前
」
を
読
む

公
民
館

各
教
室
へ
の
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
締

め
切
り
日
必
着
で
各
館
へ
。
1
枚
に
一
人

1
教
室
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
受
講
料
は

不
要
。
材
料
費
・
交
通
費
等
は
自
己
負
担
。

若
草
公
民
館

〒
630-

8202
川
上
町
五
七
五

蕁
二
六
ー
〇
一
三
〇

【申し込み】往復はがきに講座名、住所、氏名（ふりが
な）、年齢（小学生は学年も）、性別、電話番号、生涯
楽習大学の受講証を持っている人は受講証番号、託児
希望（２歳～就学前）の人は幼児の年齢と性別を書い
て、11月13日必着で同センター（〒630-8357杉ヶ町２
３　蕁２６―８８１１）へ。１枚に一人１講座（のび
のび土曜すくーるは全員の氏名を記入）、原則として毎
回受講できる人に限ります。多い場合は11月15日午前
11時から同センターで公開抽選。

生涯学習センター

生涯楽習大学
◎家庭教育講座環境コース「のびのび土曜すくーる」
～プレゼントつくり隊～
家の中にある身近な材料と頭を使って、「アッ！」

と驚く手作りプレゼントを作ります。
とき…12月14日貍午前９時半～午後零時半　蜷定

員…小学生を含む家族、小学生同士60人

◎70歳からのパソコン講座・入門編（5回シリーズ）
パソコンの基本操作から簡単な年賀状作成（ワー

ド使用）まで、70歳以上のパソコン初体験者のた
めの講座です。
とき…11月21日～12月19日の毎週木曜日午後２時

～４時。５回　蜷定員…70歳以上24人

◎クッキング講座「食の美を楽しむ」
～健康長寿は毎日の食卓から～（3回シリーズ）

講師…家庭料理研究家の柘植美紀子さん　蜷定員
…24人　蜷持ち物…エプロン、三角巾、ハンディタ
オル　蜷材料費…3,000円

時間は午前10時～午後1時

とき
笑顔あふれる集いのテーブル
～かんたんクリスマスクッキング～

テーマ

12/19貅

食卓に春を呼ぶ
～食卓にも温故知新～

来年
１/16貅

食べて旅してイタリアへ
～地中海料理に健康を探る～

来年
２/20貅

平
城
東
公
民
館

〒
631-

0806
朱
雀
六
丁
目
九
ー
一

蕁
七
一
ー
九
六
七
七

南
部
公
民
館

〒
630-

8434
山
町
二
七
ー
一

蕁
六
二
ー
五
九
三
一

伏
見
公
民
館

〒
631-

0841
青
野
町
一
九
一
ー
一

蕁
四
五
ー
九
八
六
四



三
笠
公
民
館

21
世
紀
の
家
庭
教
育

〜
み
つ
め
あ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
〜

自
分
に
合
っ
た
子
育
て
の
ペ
ー
ス
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

1234567

時
間
は
午
前
10
時
〜
11
時
半

定
員
…
２
歳
〜
就
学
前

の
幼
児
と
母
親
20
組
　
▼

締
め
切
り
…
11
月
12
日

▼
そ
の
他
…
託
児
あ
り
。

申
し
込
み
時
に
そ
の
旨
を

明
記
し
、
幼
児
の
年
齢
と

人
数
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

西
部
公
民
館

身
体
心
理
学
入
門
〜
人
間
関
係
を
学
ぼ
う
〜

身
体
心
理
学
を
手
が
か
り
に
、
家
族
の
人

間
関
係
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
…
11
月
24
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３
時

▼
定
員
…
成
人
50
人
　
▼
講
師
…
奈
良
大
学

社
会
学
部
助
教
授
の
矢
守
克
也
さ
ん
　
▼
締

め
切
り
…
11
月
12
日

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
年
賀
状
作
成
講
座

オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
…
Ａ
コ
ー
ス
＝
11
月
13
日
貉
〜
15
日

貊
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
11
月
20
日
貉
〜
22
日
貊
、
Ｃ

コ
ー
ス
＝
11
月
27
日
貉
〜
29
日
貊
、
Ｄ
コ
ー

ス
＝
12
月
４
日
貉
〜
６
日
貊
。
時
間
は
午
後
１

時
〜
５
時
。
申
し
込
み
時
に
希
望
の
コ
ー
ス
名

を
記
入
　
▼
定
員
…
各
20
人
　
▼
教
材
費
…
千

500
円
　
▼
締
め
切
り
…
11
月
７
日
。
一
人
１
コ

ー
ス
限
り
。
重
複
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

登
美
ヶ
丘
公
民
館

あ
つ
ま
れ
☆
子
ど
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

〜
3
歳
児
の
遊
び
い
ろ
い
ろ
〜

と
き
…
12
月
７
日
貍
・

14
日
貍
午
前
10
時
〜
11
時

半
。
２
回
　
▼
内
容
…
影

絵
シ
ア
タ
ー
、
お
話
絵
本
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り

▼
定
員
…
原
則
と
し
て
３

歳
児
と
保
護
者
20
組
　
▼

材
料
費
…
500
円
　
▼
締
め

切
り
…
11
月
20
日
。

中
央

そ
れ
い
け
！
ど
ん
ぐ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
、
自
然
観

察
や
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
24
日
豸
午
前
９
時
半
〜
午
後

３
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
同
館
、
奈
良
公
園
近

辺
　
▼
定
員
…
小
学
生
20
人
。
申
し
込
み
時

に
保
護
者
の
氏
名
も
記
入
　
▼
締
め
切
り
…

11
月
15
日
。
多
い
場
合
は
11
月
17
日
午
後
２

時
か
ら
同
館
で
公
開
抽
選
　
▼
そ
の
他
…
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
30
歳
ま
で
）
も
募
集
。

女
ら
し
さ
・
男
ら
し
さ
を
乗
り
越
え
て
…

―
男
女
共
同
参
画
社
会
を
築
く
た
め
に
―

実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
進
む
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
…
12
月
７
日
貍
午
前
10
時
〜
11
時
半

▼
講
師
…
元
奈
良
佐

保
短
期
大
学
副
学
長

の
松
井
静
子
さ
ん
。

手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
あ
り
　
▼
定
員
…

16
歳
以
上
100
人
　
▼

申
し
込
み
…
11
月
20

日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
二
六

―
三
二
六
三
）
で
。

お知らせ●西部出張所蕁44-1001 東部出張所蕁93-0001 北部出張所蕁71-1017
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と
き

内
　
　
容

11/19
貂

同
館
館
長
の
講
演
「
子
ど
も
と
み
つ
め

あ
う
、
む
き
あ
う
、
ふ
れ
あ
う
」

12/３
貂

ビ
デ
オ
鑑
賞
と
意
見
交
換

「
幼
児
虐
待
に
つ
い
て
考
え
る
」

12/17
貂

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
の
大
槻
礼
子
さ
ん

に
よ
る
親
子
体
操

中
央
公
民
館

〒
630-

8228
上
三
条
町
二
三
ー
四

蕁
二
六
ー
六
五
〇
六

三
笠
公
民
館

〒
630-

8115
大
宮
町
四
丁
目
三
一
三
ー
三

蕁
三
三
ー
〇
五
一
五

子
ど
も
の
詩

柳
生
小
学
校
三
年

下
浦
　
剣
悟
さ
ん

お
か
あ
さ
ん
が

「
お
は
よ
う
」
と
い
っ
て

ぼ
く
を
お
こ
す
。

お
ひ
さ
ま
も
ぼ
く
を

お
こ
す
。

で
も
ぼ
く
は
、
ね
む
い
。

で
も
時
間
は
、
な
い
。

ぼ
く
の
朝

貴重な文化財を大切にし、防火・防災意識を深め
てもらおうと開きます。
とき…来年１月26日豸午後１時～４時　蜷ところ

…春日大社（春日野町） 蜷内容…春日大社権宮司
の中東弘さんによる講話「春日の杜（もり）と信仰」、
市消防局文化財防災官による講話「文化財の防火・
防災について」、文化財・防災設備等の鑑賞　蜷定
員…150人　蜷申し込み…往復はがきに住所、氏名、
年齢、電話番号、人数を書いて、来年１月10日必着
で市消防局予防課（〒630-8145八条五丁目４０４―
１）へ。１枚に三人まで可。多い場合は抽選。

春日大社（左）と
中東弘さん（上）

文文文文化化化化財財財財防防防防火火火火ゼゼゼゼミミミミナナナナーーーールルルル

西
部
公
民
館

〒
631-

0034
学
園
南
三
丁
目
一
ー
五

蕁
四
四
ー
〇
一
〇
一

登
美
ヶ
丘
公
民
館

〒
631-

0003
中
登
美
ケ
丘
三
丁
目
四
一
六
二
ー
七
六

蕁
四
三
ー
七
四
三
一



市役所蕁34 -1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1●健康のコーナー

市保健所保健予防課（西木辻町200―46 蕁23―6173）
保健センター（二条大路南一丁目1―30 蕁34―1111）
奈良診療所（二条大路南一丁目1―28 蕁34―1111）
総合医療検査センター（柏木町519―5 蕁33―7876）

不要。当日直接会場へ　蜷問い合わせ…
市保健所保健予防課へ。

肺がん検診

蜷対象…40歳以上。妊婦、勤務先などで
同様の検診を受診した人は除く　蜷受診
間隔…年１回　蜷料金…読影のみは700
円、問診の結果喀痰検査実施の場合は更
に810円（うち容器代310円）。ただし70歳
以上と生活保護・住民税非課税世帯の人
は容器代のみ（申し込み時に申し出を）

蜷申し込み…電話で11月20日までに市役
所健康増進課ヘ　蜷その他…検診の結果、
精密検査の必要な人はすみやかに受診願
います。現在治療中の人、過去に手術を
受けた人や精密検査になった人は、主治
医に相談してください。

12月　　 受付時間は午後2時～3時
1
2
3
4

胃がん検診
検診車の巡回検診です。

蜷対象…35歳以上の人。妊婦、勤務先な
どで同様の検診を受診した人は除く　蜷
受診間隔…年１回　蜷受診料…35～69歳
は1,000円。70歳以上と生活保護・住民税
非課税世帯の人は無料（申し込み時に申

し出を） 蜷申し込み…電話で11月20日
までに市役所健康増進課へ　蜷その他…
検診の結果、精密検査の必要な人はすみ
やかに受診願います。現在治療中の人、
過去に手術を受けた人や精密検査になっ
た人は、主治医に相談してください。

12月 受付時間は午前9時半～10時半
1
2
3
4
5
6
7
8
9

健康講座「アトピー性皮膚炎の
最近の話題」
総合医療検査センターが開きます。

蜷とき…11月21日貅午後２時～３時半

蜷ところ…総合医療検査センター　蜷講
師…皮膚科医の北村弥さん　蜷申し込み
…不要。当日直接会場へ　蜷問い合わせ
…市役所衛生課または同センターへ。手
話通訳あります。

女性の健康（更年期）セミナー

いつまでも輝いていたいあなたへ

蜷とき…11月29日貊、12月４日貉午後１

時半～４時　蜷ところ…西部公民館（学
園南三丁目） 蜷定員…40～50歳代の女
性50人　蜷内容…医師、助産師による講
義と相談など　蜷申し込み…往復はがき
に教室名、住所、氏名、年齢、電話番号、
質問事項を書いて、11月15日までに市役
所健康増進課へ。多い場合は抽選。

エイズシンポジウム

蜷とき…11月９日貍午後２時半～４時半

蜷ところ…奈良教育大学（高畑町） 蜷
内容…ＨＩＶと人権情報センター理事長
の五島真理為さんの講演「いま　あなた
へ伝えたい　エイズ性感染症のこと」（手
話通訳・要約筆記あり）、ＨＩＶ抗体検査
（午前10時～午後３時・申し込み不要、匿
名可） 蜷問い合わせ…市保健所保健予
防課へ。

皮膚の日記念
県臨床皮膚科医会と県医師会皮膚科部

会が開きます。

蜷とき…11月９日貍午後３時　蜷ところ
…秋篠音楽堂（奈良ファミリー６階）

蜷内容…記念講演会「アトピー性皮膚炎
のスキンケア」「シミとシワのスキンケ
ア」、皮膚病なんでも相談会。診療、検査
等はありません　蜷申し込み…不要。当
日直接会場へ　蜷問い合わせ…県医師会
（蕁０７４４―２２―８５０２）へ。

「皮膚の日」記念講演会・無料相談会

胃 が ん 検 診

肺 が ん 検 診

健康講座「アトピー性
皮膚炎の最近の話題」

エイズシンポジウム

女性の健康（更年期）セミナー

とき

６貊

９豺

10貂

11貉

16豺

17貂

18貉

19貅

と こ ろ

西奈良県民センター

中登美団地中央集会所

三井佐保山住宅集会所

柳生小学校

佐保小学校

京西公民館

休日夜間応急診療所

帝塚山南集会所

とき

６貊

13貊

と こ ろ

興東公民館

西奈良県民センター

20貊 休日夜間応急診療所

奈良しみんだより
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「
イ
ザ
ベ
ラ
　
ア
　
カ
ペ
ラ
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

男
性
女
性
４
人
ず
つ
で
な
る
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
で
、
日
豪
親
善
に
尽
力
さ
れ
た
ト
ニ
・

グ
リ
ン
神
父
の
記
念
館
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

建
設
す
る
た
め
の
募
金
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
ゴ
ス
ペ
ル
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
や
日

本
の
歌
も
ア
レ
ン
ジ
し
て
披
露
す
る
ほ
か
、
狂

言
の
茂
山
忠
三
郎
一
門
も
友
情
出
演
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
26
日
貂
午
後
６
時
　
▼
と
こ

ろ
…
県
新
公
会
堂
（
春
日
野
町
）

▼
入
場
料

…
協
力
金
と
し
て
２
千
500
円
　
▼
問
い
合
わ
せ

…
同
奈
良
連
絡
所
（
蕁
二
六
―
四
五
〇
五
）
へ
。

青
葉
仁
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

と
き
…
11
月
７
日
貅
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
　
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館（
上
三
条
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
会
事
務
局
（
蕁
八
一
―

〇
四
二
〇
）
へ
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

と
き
…
11
月
29
日
貊
午
前
11
時
〜
午
後
３

時
　
▼
と
こ
ろ
…
奈
良
ホ
テ
ル
（
高
畑
町
）

▼
入
場
料
…
協
賛
金
と
し
て
500
円
　
▼
問
い

合
わ
せ
…
同
会
事
務
局
（
蕁
二
〇
―
五
八
二

一
）
へ
。

奈
良
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

と
き
…
12
月
13
日
貊
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
。
雨
天
決
行
　
▼
と
こ
ろ
…
ジ
ャ
ス
コ
郡

山
店
（
大
和
郡
山
市
）

▼
内
容
…
野
菜
、

果
物
、
日
用
品
、
衣
類
な
ど
の
販
売
　
▼
問

い
合
わ
せ
…
同
校
教
頭
の
中
西
さ
ん
（
蕁
三
四

―
二
六
七
一
）
へ
。
バ
ザ
ー
出
品
物
も
受
付
中
。

広広
げげ
よよ
うう
善善
意意
のの
輪輪

●
イ
ザ
ベ
ラ

ア

カ
ペ
ラ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
奈
良

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

●
青
葉
仁
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

●
奈
良
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

とき…来年１月12日豸午後２
時　蜷曲目…ヨハン・シュトラ
ウスⅡ＝オペレッタ「くるまば
草」序曲、ワルツ「美しく青き
ドナウ」、フランツ・レハー
ル＝オペレッタ「メリー・ウィ
ドウ」から「ヴィリアの歌」、
オペレッタ「パガニーニ」から
“愛は地上の天国”、ヨハン・シ
ュトラウスⅠ＝ワルツ「人生は
踊り」、カチューシャ・ギャロップほか。指揮者はヨハネス・
ヴィルトナー、ソプラノ歌手はメラニー・ホリディ　蜷入場料
…4,000円。全席指定　蜷入場券…11月７日から同センター、
なら100年会館、学園前ホール、北部出張所、ならまちセンタ
ー、市民サービスコーナーで発売開始。電話予約は８日から同
センター（三条大路一丁目　蕁３４―９０２１）へ。

ウィーン交響楽団（上）
とメラニー・ホリディ
ーさん（左）

ニューイヤーコンサート

ウィーン交響楽団
ヨハン・シュトラウスアンサンブル

史跡文化センター主催事業



母親教室

蜷対象…原則として３回受講できる、予
定日が３・４月の初妊婦45人。15日は今
回の参加者のうち夫婦で受講できる人

蜷ところ…保健センター　蜷持ち物…母
子健康手帳、筆記用具　蜷申し込み…往
復はがきに教室名、住所、氏名、年齢、電
話番号、出産予定日を書いて、11月20日ま
でに市役所健康増進課へ。多い場合は抽選。

12月 時間は午前9時半～正午
1
2
3
4
5
6

すくすく相談
子どもの発達で気になることについて、

心理相談員が相談に応じます。

蜷とき…11月25日豺午後１時半～４時半
（一人30分程度、時間は申し込み時に連絡）

蜷ところ…保健センター　蜷対象…１歳
～就学前の幼児　蜷持ち物…母子健康手帳

蜷申し込み…電話で市役所健康増進課へ。

新生児・妊産婦訪問
妊娠、出産、育児に関する相談に、助

産師や保健師が訪問して応じます。

蜷対象…妊婦、出産後１年未満の産婦、
生後28日までの新生児　蜷申し込み…母
子健康手帳にはさまれている妊婦はがき、
あるいは新生児はがきに必要事項を書い
て郵送するか、電話で市役所健康増進課
へ　蜷その他…訪問は必ず事前に連絡し
て行います。物品販売はありません。

予防接種のお知らせ
次の予防接種を個別方式で行います。

接種料金は無料です。
1
2
3
4
5
6
7

〈受け方〉
通知書を持って取扱医療機関に行き、

接種日を予約し予診票をもらってくださ
い（日曜・祝日と各医療機関の休診日を
除く）。予約日には、通知書と予診票、母
子健康手帳を持って、子どもの健康状態
のよくわかる人が同行してください。
※通知書がないと受けられません。転入
等の事情で通知書のない人は、市役所衛
生課へ連絡してください。接種前に「予
防接種と子どもの健康」をよく読んで受
けてください。ない人は各取扱医療機関

か市役所衛生課で受け取ってください。

ジフテリア・破傷風（二種混合）
予防接種
小学６年生を対象に、市内の各小学校

で９月上旬～12月中旬に行っています。
市外への通学者等で接種を希望する人は、
市役所衛生課へ問い合わせてください。

成人歯科健康相談
歯科医師が応じます（健診と医院の紹

介はできません）。

蜷とき…11月21日貅午前10時～正午　蜷
ところ…保健センター　蜷対象…成人

蜷申し込み…電話で市役所健康増進課へ。

からだの悩みよろず相談
（老人保健法に基づく成人健康相談）
医師による無料個別相談です。希望者

に健康手帳を渡します。

蜷とき…11月20日貉午後１時半～４時

蜷ところ…保健センター　蜷対象…成人

蜷申し込み…電話で市役所健康増進課へ。

結核住民検診
結核の早期発見をめざして行います。

蜷とき…11月16日貍午前９時半～10時半

蜷ところ…総合医療検査センター　蜷対
象…15歳以上。中学・高校生、妊婦、事
業所で受診する人は除く　蜷申し込み…

健康のコーナー●市役所蕁34 -1111豎 〒630-8580 二条大路南一丁目1-1

健康のコーナー
母 親 教 室

結 核 住 民 検 診

からだの悩みよろず相談
（老人保健法に基づく成人健康相談）

ジフテリア・破傷風
（二種混合）予防接種

新生児・妊産婦訪問

す く す く 相 談

成 人 歯 科 健 康 相 談

奈良しみんだより
2002年11月1日号23

とき

６貊

12貅

13貊

15豸
お父さんになる人も一緒に
沐浴実習・出産前後の心と体の変化

内　　　容

妊娠の経過と呼吸法・妊婦体操

妊娠中の歯の衛生と食事（実習・健診）

沐浴実習と産後の過ごし方

予 防 接 種

予防接種名

三種混合
（百日せき・ジフテ
リア・破傷風）

麻しん（はしか）
風しん

対 象 の 子

今月通知する子

平成14年７月
生まれの子

以前に通知した
子で７歳６か月
未満の子

平成13年10月
生まれの子

お互いの人権を守り、心が豊か
であたたかい気持ちいっぱいにな
ってもらおうと開きます。
とき…11月30日貍午後２時～４

時　蜷ところ…学園前ホール（学
園南三丁目）。来場は公共交通機関
を利用してください　蜷内容…映
画上映、「日韓国民交流年」パネル
展　蜷定員…300人　蜷締め切り…
11月20日　蜷その他…託児（乳幼
児）あり。希望者はその旨を明記
し、子どもの氏名、年齢も記入。

「奈良は琵琶のふるさとであり、先人たちの生
きざまや命を未来に伝える事、それが広い意味で

の平和につながると思
う」と語る同氏は、昨
年から活動の拠点を奈
良に移し、リサイタル
等を開いています。
とき…11月16日貍午

後６時　蜷ところ…史
跡文化センター（三条
大路一丁目） 蜷定員
…500人　蜷締め切り
…11月８日。

【申し込み】往復はがきに催し名、全員の住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、各締め切り日必着で市人権啓発センター
（〒630-8106佐保台西町１１４―３　蕁７２―１５１０）へ。多い場合は抽選。

いのちの音 薩摩琵琶コンサート
（出演：関川

せきかわ

鶴祐
かくゆう

さん）

映画「愛の黙示録」～尹鶴子（ユン・ハクチャ 田内千鶴子）の生涯～
戦前・戦後を通じて韓国の孤児3,000人を育て、「韓国孤児のオモニ（母）」と

慕われた日本人女性・田内千鶴子さんの生涯を描いた作品（主演：石田えり）。

民衆の文化を人権の視点でとらえたイベント

文化の夕べ
ハートフルシアター
～映画「愛の黙示録」～



寝たばこは絶対 
やめましょう 

ストーブは燃えやすい 
ものから 
離れた位置で 
使用しましょう 
 
 

ガスこんろなどのそばを 
離れる時は必ず火を 
消しましょう 
 

火災を小さいうちに 
消すために住宅用消火器等を 
設置しましょう 

お年寄りや身体の 
不自由な人を 
守るために 
地域の協力体制を 
つくりましょう 

1.住宅防火対策の推進 
2.放火火災予防対策の推進 
3.消火器事故防止対策の推進 
4.地域における防火安全体制の充実 

5.特定防火対象物等における防火安
　全対策の徹底 
6.小規模雑居ビル等の消防法令違反
　対象物の危険性の周知徹底 

寝具や衣類からの 
火災を防ぐために、 
防炎製品を使いましょう 
 

逃げ遅れを防ぐために、 
住宅火災警報器を設置しましょう 

重点推進 
事項 

11月9日～15日は秋の火災予防運動 

（全国統一防火標語） 

【問い合わせ】市消防局予防課（蕁３５―１１９２）へ。 
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表紙撮影：中村公彦奈良市のホームページ　http://www.city.nara.nara.jp に奈良しみんだよりを掲載しています。
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